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国立能登青少年交流の家について

１ 『国立能登青少年交流の家』とは

   国立能登青少年交流の家は，石川県の能登の入り口に位置し，海と山に囲まれ

た豊かな自然の中にある教育施設です。

２ 国立能登青少年交流の家の魅力

★ 様々な体験活動が行える

★ 施設・設備が充実している

★ 低価格で利用できる

★ 栄養満点の食事（バイキング方式）が食べられる

★ 豊かな自然に囲まれ，世界農業遺産の能登の里山・里海の中にある

★ 『早寝早起き朝ごはん』（規則正しい生活を送ることができる）

３ 理念

青少年を取り巻く社会の急激な変動の中，今日の青少年は自然の中で豊かな体

験をしたり，文化芸術を体験して感性を豊かにしたりする機会が限られており，

地域・家庭と連携・協働しつつ体験活動の機会を確保していく必要性について指

摘がなされています。

国立能登青少年交流の家は，地域の魅力や特色を生かしながら，集団宿泊体験

や自然体験，交流体験をはじめとする青少年の様々な体験活動や研修の場を提供

しています。これらの活動を通じて，達成感や成功体験等を得るとともに，失敗

や挫折を経験した時に，自分を受け入れ，課題に立ち向かう姿勢を身に付けるこ

とができます。

４ 様々な体験活動

５ 所章

能登半島と日本海を形どった所章です。能登半島の８分割は国立

第８番目の青年の家（現在：交流の家）であることを意味し，あわ

せて「向上」と「躍動感」を表しています。

また，オレンジ色は「積極性」と「抱負」を表しています。

６ マスコット

名前は，「ヒノビィ」「ヒメビィ」「パパビィ」「ママビィ」といい，

4 人家族です。

羽咋市指定の天然記念物である，ホクリクサンショウウオ，学名

「ヒノビウスタケダイ」を由来としています。

自然体験活動 スポーツ・レクリエーション活動 文化活動

創作活動 集団宿泊体験 学習・研修・奉仕活動
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利用できる団体 

2 名以上で以下の要件を満たす団体 

・成人又は青年の引率者が定められているもの 

・あらかじめ具体的な研修計画を定めているもの 

 

（１）団体・グループ例  

●幼稚園・保育所（園）・幼保連携型認定こども園  

●小学校・中学校・高等学校・大学・短期大学・高等専門学校・専修学校・専門学校・ 

特別支援学校等  

●子ども会・スポーツ少年団・青少年団体・クラブ・サークル・家族・グループ等 

●PTA・サロン・老人会等  

●官公庁・企業等  

 

（２）利用目的例 

●集団宿泊学習・自然体験・生活体験・オリエンテーション・社員研修・ 

リーダー研修・修学旅行等  

●ゼミやサークルの合宿・部活動・勉強合宿・仲間づくり・親睦活動等 

利用できない団体 

・政治的活動，宗教的活動，営利目的の活動，反社会的な活動をする団体 

 

※当所の決まりに反する行為があった場合，他の利用者に迷惑の及ぶ行為があった場合，

指示に従っていただけない場合は，退所をお願いしたり，その後の利用をお断りしたり

することもあります。 

 

 

宿泊定員 

・本館           ４００名 

 ・キャンプ場                  ９０名 

利用者の受入れを行わない日 

・本館                   １２月２８日～ １月 ４日（年末年始） 

・キャンプ場                １０月 １日～ 5 月３１日 

・施設・設備の整備を行う日     年間で２０日程度（詳細はお問い合わせください） 
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【利用のお問い合わせ】 
利用日・人数・活動内容を決めて，ホームページ・電話等でお問い合わせください。 

（ホームページ：https://noto.niye.go.jp/  電話：0767-22-3121） 

【申し込み・予約】 
お問い合わせ後，予約受付をします。※仮予約はできません。 

 

【利用申込書類等の提出】 
・「利用申込書」，「プログラム」，「利用者名簿（活動名簿）」，「食事等注文用紙（野

外炊飯材料等注文用紙）」を利用日の３週間前までに E-mail 又は FAX，郵送にて提出

してください（E-mail：noto＠niye.go.jp  FAX：0767-22-3125）。 

・様式はホームページよりダウンロードができます。 

 

【利用承諾書の受取り】 
当所から「利用承諾書」，「宿舎割（テントサイト割）」，「清掃割」，「靴棚割」が連

絡担当者に届きます。ご確認ください。 
 

【利 用 当 日】 

【プログラム調整会】 
・調整会には，代表者は必ず出席してください。 

（施設・設備の使用や体験活動については出席団

体が優先されます。） 

・団体間で活動場所や時間等の調整を行います。 

・プログラム体験を行います。 

【プログラムの調整】 
・上欄の書類を提出後，職員と代表

者で電話等によりプログラムの調

整を行います。 

【プログラム調整会書類の受取り・提出】 
・プログラム調整会とは，利用当日のプログラム

が円滑に運営できるように，団体間で活動の内

容，場所および時間等の調整を行う会です。 

・プログラム調整会の約１ヶ月前に開催の案内を

送付いたします。 

・関係書類を作成し提出します。 

（調整会参加申込書・プログラム案） 

【関係書類の受取り】 
・予約受付完了後，関係書類をダ

ウンロード・FAX・郵送のいず

れかにて受け取ってください。 

 

 

★４～９月の利用団体 

 

★１０～３月の利用団体 

 

※１０日程度要します。 

【下見・打合せ】 
・事前に活動場所・コースの事前

踏査や活動計画の打合せを行

ってください。 
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事前準備について 

・利用の手引きやホームページをご覧ください。利用者に施設の使い方や決ま

り等について周知してください。 

 ※施設の使い方については，ホームページを参考にしてください。 

・事前の下見や打合せも受け付けております。詳しくはお問い合わせください。 

持ち物について 

・生活，活動に必要な服装（野外活動では，長袖・長ズボン・帽子），洗面用

具，健康保険証，個人用ゴミ袋，雨具，救急用品，その他必要な物をご持参

ください。 

・館内は，外履きです。別に野外活動用シューズを持参する方は，靴棚をご利

用ください。 

・体育館をご利用の方は，体育館専用シューズを準備してください。 

・入浴後，スリッパ等があると便利です。 

変更が生じた場合 

・利用人数，活動内容に変更が生じた場合は，すでに提出されているプログラ

ムに，変更箇所がわかるように記入し，再度ご提出ください。 

※他団体の宿舎や活動場所に影響がでる場合，ご希望に添えないことがあり

ます。 

・食事数に変更が生じた場合は，必ず食堂「グリルのと」に変更の連絡をお願

いします。（電話番号：0767-22-2933） 

※食事の変更期限：１０食未満→１食前まで，１０食以上→１週間前まで 

※野外炊飯・弁当・お茶等：１週間前まで 

キャンセルについて 

・やむを得ず利用を取り消す場合は，当所まで電話にてご連絡ください。 

・ホームページより「利用取消届」をダウンロードし，提出してください。 

※変更期限を過ぎた場合，食事関係の代金をいただくことがあります。 

身体の不自由な方

のご利用の場合 

・エレベーター，昇降機，宿舎，浴室，トイレ等には対応設備を設けておりま

す。 

・Ｂ１～３宿舎は車椅子対応です（P. ５０参照）。 

※お申込みの際に申し出てください。 

マイクロバス 

送迎について 

・１０名以上で，当所をご利用の場合，羽咋郡市内及び中能登町であればマイ

クロバス（２８人乗り，運転手含まず）の送迎が可能です。ご利用を希望す

る場合は事前にお問い合わせください。マイクロバスの利用申請後，利用で

きるかどうか調整を行い，利用日の１０日前までに連絡します。 

※ご希望が多数及び運転手の都合により，ご利用いただけないこともありま

す。あらかじめご了承ください。 

※運行時間は，原則として，８時３０分から１７時１５分までの間とさせて

いただきます。 

※原則，当日のキャンセルはできません。 
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（１）入所 

□到着後，担当者は事務室にて入所手続きを受けてください。 
（３０分程度） 

※担当者は先に入所し，入所手続きを済ませてください。 

※日程や人数，活動場所等を確認してください。 

※宿舎割を確認し，鍵をお渡しします。 

                          

 

□以下の項目について食堂売店で確認してください。 

①食事数 

②支払いの方法 

③野外炊飯等の受け取り時間・場所等 

※入所手続き後なるべく早い段階で行ってください。 

  

□職員によるオリエンテーションを受けてください。 

（３０分程度） 

※事前に YouTube 動画を視聴した場合、当日省略可能です。 

※荷物を持ったまま会場に移動してください。 

※オリエンテーションと入所手続きは並行して行うことが 

できます。 

（２） 研修 

 

□「標準生活時間」をもとにして，プログラムを作成してくだ

さい。 

□活動時間は９：００～２１：００の間で設定してください。 

                ☆午前の活動時間／ ９：００～１２：００ 

                ☆午後の活動時間／１３：３０～１６：３０ 

                 ☆夜の活動時間       ／１９：３０～２１：００ 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入所手続き 

オリエンテーション 

（施設の使い方の説明） 

食事数の確認 

標準生活時間 

休
憩
・
活
動
準
備

13:00 16:00 17:00

休
憩
・
活
動
準
備

午後の活動

休
憩
・
活
動
準
備

イ

ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
（

E
T
）

食堂・浴室

休
憩
・
活
動
準
備

午前の活動

食堂
6:00 7:00 8:00 9:00 12:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

清掃・荷物移動　6：00～8：40 宿舎点検　8：40～9：00 代表者会議　16：40～16：55 入浴　17：30～22：20

夜の活動

就
寝
準
備

就
寝
準
備

消
灯
・
就
寝

起床

洗面 朝食 昼食 夕食・入浴

清掃

フ

レ
ッ

シ
ュ

タ
イ
ム
（

F
T
）

食堂
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（３）宿泊 

□１６：４０から，小会議室で行います。 

各団体の代表者はお集まりください。 

 下記の内容について打合せを行います。 

※プログラムの変更確認（食事・入浴時間の確認等） 

※イブニングタイム及び翌日のフレッシュタイムについて 

※当所からの連絡 

※ランドリー（洗濯機）の使用割り振り 

 

□１７：００から開始します。 

                 ※原則，全員参加です。 

 ※活動への意欲付けと団体間の交流を目的に行っています。 

                 ※司会・旗係は１０分前に掲揚台付近で担当職員と打合せを

行います。 

                 ※毎回，団体紹介や活動の感想等を話す機会があります 

（P.４７参照）。 

□各団体にお願いしている役割 

                 〈各団体で分担している役割〉 

                  ・司会進行   １～２名程度 

・ 国旗・所旗係  各２名ずつ（体育館の場合各１名ずつ，

講堂の場合１名） 

                  ・団体紹介または活動紹介１名以上（１～２分程度） 

 

 

□各団体で決められた時間にしたがってご利用ください。 

□食事は P.９参照。 

□入浴は P.１０参照。 

※浴室は２３：３０に施錠します。 

 

□消灯時刻（２２：３０）・起床時刻（６：００）を守って 

お過ごしください。 

                  ※安全のため，夜間は施錠します。２４：００以降は外出 

しないようにお願いします。 

                    

事務室〈内線１２８〉または 宿直室２〈内線１６０〉 

 

□７：００から開始します。 

                 ※原則，全員参加です。 

 ※活動への意欲付けと団体間の交流を目的に行っています。 

 ※司会・旗係は１０分前に掲揚台付近で担当職員と打合せを

行います。 

                 ※毎回，団体紹介や活動の感想等を簡単に話す機会があり 

ます（P.４７参照）。 

□各団体にお願いしている役割 

                 〈各団体で分担している役割〉 

 ・司会進行   １～２名程度 

・ 国旗・所旗係  各２名ずつ（体育館の場合各１名ずつ，

講堂の場合１名） 

 ・団体紹介または活動紹介 1 名以上（１～２分程度） 

代表者会議       

イブニングタイム 

（ＥＴ） 

 

食事・入浴 

消灯・起床 

フレッシュタイム 

（ＦＴ） 
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（４）退所 

 

□寝具の整理整頓をお願いします。 

 ※布団等のたたみ方は P.１１参照。 

□使用した宿舎または清掃割に記載している所を清掃して 

ください。 

※清掃については P.１２参照。 

□荷物は決められた荷物置き場に移動してください。 

  

□シーツはまとめてください。 

                                 ※シーツのまとめ方については P.１１参照。 

□使用したシーツを返却コーナーへ返却してください。 

※シーツとまくらカバーは，それぞれ別々のコンテナの中へ

返却してください。 

□鼻血等で布団やシーツを汚した場合は，事務室まで持ってき

てください。 

□衛生管理のため，４泊以上される団体はシーツの交換をして

ください。 

 

□退所日の８：４０に職員による宿舎点検を受けてください。 

                    ※各部屋に１名以上お残りください。立ち会いをお願いしま

す（P.１４参照）。 

                  ※やむを得ず退所時間が宿舎点検の時間より早い場合は，事

前にお問い合わせください。 

 

□宿舎の鍵を，９：００までに事務室へ返却してください。 

                                 ※団体でまとめて返却をお願いします。 

                                 ※部屋のドアは開けておいてくだい。 

                                        

 

 

□事務室で退所手続きを行ってください（P.１６参照）。 

    ※受付時にお渡しする以下の３点の書類をご提出ください。 

 

・利用団体票 

・アンケート 

・研修室等確認カード  

 

□シーツ・活動費の請求書を受け取ってください。 

  ※経費等の詳細については P.1７～1９参照。 

 

□シーツ・活動費の請求書を持って，食堂売店で支払手続きを

行ってください。 

    ※食事代金は食堂売店にてお支払手続きをしてください。 

     ※経費等の詳細については P.１７～1９参照。 

 

 

 

 

整理・整頓・清掃 

シーツ返却 

宿舎点検 

鍵の返却 

退所手続き 

食堂売店でお支払
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（１）食事 

・団体ごとに指定された時間に食事をとってください。 

・バイキング方式ですので，自分で食べられる量だけ盛りつけてください。 

・利用状況によっては，個別の盛りつけ提供となります。 

・食物アレルギーのある方は，１～２週間前までに食堂「グリルのと」へ必ずご相談ください

（TEL：０７６７－２２－２９３３）。 

・食堂への食べ物，飲み物の持ち込み，食堂からの持ち出しはできません。 

・水筒やタオル等の手荷物は，衛生管理を徹底するため，食堂へは持ち込めませんので，研修

室等に置くか，食堂入り口のコインロッカー（返金式）をご利用ください。 

・座席の指定はご遠慮ください。 

営業時間 

 食堂 売店 

朝食 ７:２０～ ８:３０  

８:３０～１８:００ 昼食 １１:３０～１３:３０ 

夕食 １７:３０～１９:３０ 

※夕食をとられる団体は遅くても１９:００までに入店してください。 

 

 

配置略図（２６４席） 
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売 店 

フリードリンク 

事務所 

＊６人がけの長方形

テーブルが２４台。 

＊8 人掛けの円形 

テーブルが１５台。 

 

☆コインロッカー 

おぼん 

・箸 

おぼん 

・箸 

皿 

皿 
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（２）入浴 

・本館宿泊の場合に限ります（キャンプ場宿泊の場合はシャワー棟になります）。 

・団体で指定された時間に入浴してください。 

・のれんの男女表示を確認してください。 

・ボディーソープ，リンスインシャンプーを設置しています。 

・ドライヤーは，脱衣室に設置してあるものを使用してください。持込のドライヤー・ヘアア

イロンの使用はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）本館泊 

① シーツ等について 

・シーツコーナーの指定された場所から，シーツと枕カバーを持って行ってください。 

※１人あたりシーツは２枚，枕カバーは１枚です。 

 

② 宿舎利用上の留意点について 

・宿舎での飲食は原則禁止です。水またはお茶に限り，寝具の上以外で可能です。飲食の際は 

談話コーナーを利用してください。 

・自分たちの団体が泊まる宿舎以外の廊下は通り抜けないでください。 

・貴重品は，各自で保管してください。事務室では預かることはできません。各宿舎リーダー

室の金庫やＢ･Ｄ宿舎談話コーナー，食堂入口横のコインロッカー（返金式）を利用してく

ださい。 

 

ベッドメイキングについて 

 

 

 

 

 

 

 

風呂おけの片付け方 

① 枕を，枕カバーに入れる。  

② ベッドパッドの上にシーツ 2 枚を重ねて敷く。 

③ 毛布と羽毛布団をかけ，2 枚敷いたシーツの 1 枚

は，頭の部分を折り返し，シーツとシーツの間に

入って寝る。 
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③ シーツや寝具等の片付け方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 本館の清掃 

・朝の清掃は，事前に送付する「清掃割」に従い行ってください。 

・各活動終了後は，活動場所の後片付けと清掃を行ってください。 

・屋内の清掃は，ゴミをはき集め，掃除機で吸い取ってください。 

・モップに付いているゴミも掃除機で吸い取ってください。 

・掃除機で吸い取ることができないゴミ等はゴミ箱に捨ててください。 

・各部屋に備え付けてあるガムテープで，布団のほこりや髪の毛等を取ってください。 

・トイレの清掃は，はき掃除のみです。また，汚物入れ用ポリ袋がいっぱいのときは，予備と

交換し，事務室へ持ってきてください。 

・清掃用具設置場所は，施設案内図（裏表紙内側）を参照してください。 

 

シーツ返却コーナー 

・シーツを広げて，１回折る。 

・その上に５人分程度を置き，１つにまとめて結ぶ。 

・シーツ返却コーナーのコンテナに乗せる。 
※シーツの中に枕カバーが混ざらないようにしてください。 

・シーツ返却コーナーの 

ポリバケツの中に入れる。 

・①の折り目が廊下側，②の折り目が手前にくるように置く。 

・ハンガーは，枕の上に置く。 

・向きをそろえてベッドの中央に置く。 

・６の字（「の」の字）に 
たたむ 

 

扉側 

① 

① 

② 

ハンガー 

枕 

毛布 

ベッドパッド 

掛け布団 

① 

・①の折り目が手前にくる 

ように置く。 

① 
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（４）テント泊（利用期間：６／１～９／３０）

・貸出テントで最大９０名程度利用できます。

・１つのサイトに４～５人用テントが２張設置できます。

・４～５人用２２張，うち２張（１１サイト）は車椅子でテント入口まで行くことが可能です。

① 設備・用具

・貸出テント

・シーツ 2 枚，枕カバー1 枚

・毛布，銀マット

・冷蔵庫（管理棟に設置，共同利用）

・清掃用具

② 利用上の留意点

・テントの使い方等のオリエンテーションは，キャンプ場管理棟前で行います（３０分程度）。

・寝袋持参の場合，シーツ・枕カバーの貸し出しは行いません。

・テント泊の場合は，入浴は原則シャワー棟をご利用いただきます。

※プログラムに明記してください。

・シャワー棟は，団体ごとに指定された時間に利用してください。

・貸出テントの設営，撤収は団体で行っていただきます。

※資料はホームページからダウンロードできます。

・テントサイトは夜間大変暗くなります。各団体でランタンやヘッドライト等の照明器具をご

持参ください。

  

キャンプ場 配置図

本館玄関前へ
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（５）宿舎点検・サイト点検

・８：４０より職員が点検を行いますので，各部屋及びテントサイトにつき，１名以上の立会い

をお願いします。

・次の項目について，事前に団体での確認をお願いします。

（６）健康・安全

① 事前準備

・救急薬品等は，原則各団体で持参してください。

※内服薬や貼り薬等は提供できません。

② 滞在期間中の健康管理

・健康状態に異常が生じた場合は，速やかに事務室に連絡してください。

・夜間の緊急連絡は，内線電話で事務室〈内線１２８〉または当直室２〈内線１６０〉に連絡し

ていただくか，直接事務室または当直室にお越しください。

③ 病院等での受診                               

・「健康保険証」を持参してください。

・医療機関への搬送は，各利用団体の緊急車両でお願いします。

※タクシーを手配することもできます。

④ 災害発生時の対応

・災害が発生した場合は，職員の指示に従い速やかに行動してください。

・非常口や消火器，避難経路（宿舎，研修室等に掲示）を確認してください。

【 宿舎点検のチェックポイント 】

□ 忘れ物はありませんか。

□ カーテンは開けて，束ねてありますか。

□ 窓を開けて換気をしてありますか（天気が悪い時は閉めてください）。

□ 冷暖房のスイッチはＯＦＦになっていますか。

□ ベッド・毛布・枕・ハンガーは整理されていますか。

□ 押入れの布団等は整理されていますか。

□ 部屋・廊下・階段はきれいに掃除されていますか。

□ 「来たときよりも美しく」なっていますか。

【 サイト点検のチェックポイント 】

□ 忘れ物やゴミはありませんか。

□ テントの部品はそろっていますか。

□ テントの部品は袋に入っていますか。

□ キャンプサイトの設備は掃除しましたか（管理棟・管理棟倉庫・トイレ・シャワー）。

□ 「来たときよりも美しく」なっていますか。
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③ 貴重品

・貴重品は，各自で保管してください。事務室では預かることはできません。

・各宿舎リーダー室の金庫やＢ･Ｄ宿舎談話コーナー・食堂入口横のコインロッカー（返金式）

を利用してください。

① インターネットの利用

・管理研修棟，サービス棟，講堂棟では無線ＬＡＮの使用ができます。玄関ロビーのみ有線

ＬＡＮも使用できます。パソコンの貸出しはしておりません。

② ゴミの処理

・持参したものから出たゴミは全てお持ち帰りください。

※持ち帰りが困難な場合，食堂売店でゴミ袋（１枚２２０円，処理代を含む）を購入して

いただければ，ゴミを処理することができます。食堂売店へお持ちください。

・外部業者及び食堂で購入したものから出たゴミは，当該業者または食堂へ出してください。

④ 車の乗降について

・自家用車やバスの乗降は原則駐車場で行ってください。玄関前広場は，活動で使用します

ので駐車はできません。

⑥ 両替・コピー等の利用（利用時間帯：８：３０～１８：００）

・両替，コピーのサービスは，食堂売店でお願いします。

【コピー（白黒）】（Ａ４／１枚）１５円 : （Ａ３／１枚）２０円

⑦ 喫煙・飲食等

【喫煙】指定場所（巻末「施設案内図」参照）以外は敷地内禁煙です（駐車場含む）。

マナーをお守りください。

【飲食】談話コーナー（巻末「施設案内図」参照）にて飲食をお願いします。

宿舎での飲食は原則禁止です。水またはお茶に限り，寝具の上以外で可能です。

【飲酒】決められた時間内で，指定場所での飲酒をお願いします。

※他団体の迷惑となる行為がみられた場合，今後の利用をお断りすることがあります。

⑤ 外出

・２２：００以降外出される場合は，事前に事務室まで連絡してください。

・２４：００には全館施錠されますのでご注意ください。
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⑨ 身体の不自由な方へ

・車椅子使用の方も安心してご利用いただけるよう，エレベーター，昇降機，宿舎，浴室，

トイレ等には対応設備を設けております。

・利用を希望する場合は，ご予約の際に申し出てください。

【宿舎】     【車いす対応小浴室】【ﾄｲﾚ(ｵｽﾄﾒｲﾄ対応有)】【エレベーター】  【階段昇降機】

⑪ ミーティング・情報交換会

・情報交換会やミーティング等で飲食を希望する場合は，「利用申込書」の要望事項欄に

記載し，事前に必ず申し出てください。時間・場所を指定させていただきます。

・就寝指導終了後，団体の引率者等による情報交換会やミーティングは２３：３０までに

終えてください。

・飲食は指定された場所で行ってください。

・野外炊飯場及びキャンプサイトでの飲酒及び喫煙は，厳禁です。

⑧ ランドリーの利用（原則１７：００～就寝まで）

・利用を希望する団体は，代表者会議で申し出てください。利用団体ごとにランドリー

（洗濯機）の割り当てを行います。

・洗濯機の利用は無料です。洗剤・洗濯ネットをご持参ください。

・洗濯機利用の際は，必ず洗濯用ネットを使用してください。

・洗濯物は，洗濯槽の 7～8 分目程度までにし，入れすぎないようにしてください。

・乾燥機の利用は，１０分１００円です。※干す場合は宿舎でお願いします。

・洗濯物の紛失については，一切責任を負いませんので，ご了承ください。

⑩ 靴棚

・館内は原則として外履きです。館内に泥や土が入らないようにお入りください。別に野外

活動用シューズを持参する場合は，靴棚をご利用ください。

・靴棚は，Ａ～Ｚの記号で表示してあります。

・Ａ～Ｙ列は，各列９段あり，各段４人分収納できます（各列３６人分）。

・Ｚ列は，各列５段あり，各段４人分収納できます（各列２０人分）。
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（１）支払いの流れ，支払い方法について

□退所手続きの際，請求書をお受け取りください。

□売店で食費，材料費等に関する精算手続きを行ってください。

【支払い方法】

□P.１９の『☆外部講師へ直接支払う活動』をされる場合は，
　経費を直接外部講師へお支払いください。

【支払い方法】

支払い上の留意点
●支払い方法は，上記からお選びください。
●支払いは，原則，退所日となります。

●児童・生徒と教員，添乗員やカメラマン等，請求書を分割することができます。
退所手続きの際，ご相談ください。

①当日現金払い（手数料なし）
食堂売店窓口でお支払いください。

②銀行口座振込（振込手数料あり）
退所後，３０日以内に振り込んでください。振込手数料は振込金額等に
よって異なります。
【振込先】

コンパスグループ・ジャパン(株)
振込先：三菱UFJ銀行 わかたけ支店 普通 ３０５１５６４

①当日現金払い(手数料なし)
食堂売店窓口でお支払いください。

②コンビニ払込（払込手数料あり）
退所後，３０日以内に払い込んでください。

手数料が請求書１枚につき，１００円かかります。

③銀行口座振込（振込手数料あり）
退所後，３０日以内に振り込んでください。振込手数料は請求書
1枚ごとに発生します。振込手数料は，振込先金融機関によって
異なります。

・施設使用料 ・シーツ等洗濯料
・講師室使用料 ・特定研修活動実施経費

交流の家事務室

・本館の食事料金 ・野外炊飯経費
・創作活動費

食 堂 売 店

外部講師への支払
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（２）各種料金について

■施設使用料（１人１泊あたり）

※団体の区分が分からない場合は，お問い合わせください。

※青少年区分の団体の場合，引率等の大人も施設使用料が無料になります。

※日帰りの場合，施設使用料はかかりません。

■シーツ等洗濯料（１人あたり）

■講師室使用料（１室１回あたり）

※ミーティング等で研修棟和室を使用する場合は，講師室使用料はかかりません。

■特定研修活動実施経費（各活動１人１回あたり※1）

　茶道・華道　※３

【青少年区分の例】
　各種学校，保育園・幼稚園，
　子ども会，スポーツ少年団　等
【一般区分の例】
　企業，女性会，サロン　等

消費税率の引上げが実施された場合には，各種料金の改定を行う場合があります。

 3００円

８1０円

　研修棟和室１・２

　シーツ等洗濯料

※2　天体・星座観察は，講師を依頼したときのみです。自主活動ではかかりません。
※３　茶道・華道，そば打ち体験では，別途材料費がかかります（詳しくはP.１8参
照）。

２００円

　カッター

　ボランティア棟和室１・２

　ボランティア棟洋室１・２

　いかだ体験

無料

８1０円

　青少年区分の団体

　一般区分の団体

　講師室１～３

※４泊以上の場合は，３泊ごとにシーツ・枕カバーを交換します。交換ごとに
　シーツ等洗濯料がかかります。

※1　引率の先生は，人数に含まれません。

　カヌー

　そば打ち体験　※３

　アーチェリー

　砂像造り

　天体・星座観察　※２
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■本館の食事料金

■食堂「グリルのと」お弁当料金 ※詳しくはホームページをご確認ください。

■野外炊飯経費

７３０円

7,400円

５６０円

４６０円 ６２０円 ７１０円

４６０円

６３０円

未就学児
（３歳以下は無料）

小学生

中学生以上

３６０円

４７０円

金額

俵むすび弁当（お茶付） ５７０円

ガス

備考

2,900円 1,650円

4,000円

200円

 １本でも使用する
と１束分の料金がか
かる。

別途必要品

薪

－

－

薪，ガス

580円

ガス

薪

ガス

ガス

夕食昼食朝食

金額

薪

ガス器具使用料

金額

150円

2,600円 1,550円

単位

140円

標準米　１５０ｇ　炊きあがりわたし

５人分

3,400円 1,850円

4,200円 2,250円

3,500円 1,850円

１０人分

3,700円

8,000円

3,400円 1,850円
ホットケーキミックス[１kg]　マーガリン[１箱]
スープ[10袋]　牛乳1000ml[2本]　シロップ[小１本]
ヨーグルト[400g×2パック]　フルーツ缶詰[2缶]

米[1.5kg]　豚肉[500g]　じゃがいも[4個]
玉ネギ[3個]　にんじん[1本]　カレールウ中辛[大1]
福神漬け[1袋]

豚肉ロース[2種類・各1kg]　焼肉のたれ[2本]
ウインナー[20本]　なす[2本]　キャベツ[1/2玉]
玉ネギ[2個]　もやし[1ﾊﾟｯｸ]　ピーマン[4個]
とうもろこし[10切]（主食は含まれていません）

イカ[35ｇ×20個]　エビ[20尾]　ホタテ[20個]
牛肉[1kg]　キャベツ[1/2玉]　玉ネギ[1個]
ししとう[20本]　なす[2本]　塩こしょう[1本]
（主食は含まれていません）

食材料（名）※１０人分の分量を記載

必要物品

たき火体験・防災ご飯作り

※１０人分・５人分単位で注文できます。
※その他調味料が別途必要な場合は，「野外炊飯材料等注文用紙」に記入してください。
※容器等を注文される場合は，「■容器等料金一覧」を参考にしてください
 （備え付けのものはありません）。
※食材の種類・量についてご要望がありましたら，ご相談ください。
※焼肉・海鮮セット・焼きそばには，サラダ油が付きます。

サラダ

麺（ソース付）[10袋] 　豚肉[300g]　キャベツ[1玉]
ピーマン[4個] 　もやし[2ﾊﾟｯｸ] 　紅生姜［1パック］
青のり[1ﾊﾟｯｸ]

標準米　１５０ｇ

焼きそば麺

豚肉[200g]　ごぼう[1本]　じゃがいも[3個]
大根[1/2本]　にんじん[2本]　こんにゃく[1枚]
顆粒和風だし[40g]　味噌[200g]　長ねぎ[2本]

１束（約１０人分のカレールウとごはん用）

キュウリ[2本]　トマト[2個]　レタス[1玉]
ツナの缶詰[大1缶]　コ－ンの缶詰[1缶]
ドレッシング15g[10個]

120円

５７０円

カセットコンロ用ボンベ １本

米[1.5kg]　豆腐[1丁]　本しめじ[1ﾊﾟｯｸ]
カットワカメ[10g]　長ネギ[1/4本]　卵[10個]
ウインナー[20本]　キャベツ[1/4玉]　キュウリ[2本]
トマト[2個]　ドレッシング15g[10個]
顆粒和風だし[40g]　味噌[200g]　塩こしょう[1本]

軽食セットA

軽食セットB

カレーライス

※　米１合＝１５０ｇ

米

標準米　１００g（耐熱ポリ袋付き）

献立

１本１回（約１０人分）

焼きそば

豚汁

焼肉

海鮮セット

１玉　ソース付き

金額

幕の内弁当（お茶付） ６８０円

四季彩弁当（お茶付） ６８０円おにぎり弁当（お茶付）

250円

 ―

 どんぶり

標準米　１００g（耐熱ポリ袋付き）
調理済豚汁　※容器別

4,500円 2,250円  カセットコンロ

190円
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■容器等料金一覧

■材料費一覧

☆外部講師へ直接支払う活動

　１，０００円

　　　７００円

５００円

６７０円

６００円

　２，１００円

４３０円

金額

３８０円

７００円

１本でも使用すると１束分の料金がかかる。５８０円

１３０円

貝殻アート　　色紙

５１０円

クリアキャンドル

２００円

プラスチックスプーン

紙皿　18ｃｍ

ごみ袋（70L,ゴミ処理代含む）

　４５円

　２５円

１本

１膳

　 　　〃 　　　灯油

マイスプーン・フォーク

単位

２１０円

２１０円

単位

　　　〃　　　写真立て

１本

　　　〃　　　鏡

てん刻

　　　〃　　　　用ガス器具使用料　

七宝焼

革細工

５人用

数量

品目

割り箸

１本

１枚

１個スポンジ

カレールウ

紙コップ１１０円

ふきん

　２０円

焼付けを行う場合のみ。

備考

１組

１枚

１１０円

２２０円

オリエンテーリング地図

キャンドル用ろうそく（大）

１枚

１個

１枚

たわし

クリームクレンザー

パール発泡カレー皿

どんぶり

　 　　〃 　　　トーチ

３３０円

班に１枚。

270ml

１本

１枚

１人分

３１０円

１個 送料別。各１，０００円

　　　  〃       　　　（小）

１本

備考

送料別。

１本１回

１束

１人分

１人分

１人分

１人分

１人分

１本

　２０円

１６０円

１人分

１人分

２２０円

軍手

金額

　４５円

１６０円

１６０円

１㍑

１１０円

品名

１６０円 　１０円

金額 金額

ぞうきん

別途，特定研修活動実施
経費（２００円）が必
要。

１回

ヨーガ

２８，０００円

１個

上絵付け（マグカップ・小皿）

中性洗剤

そば打ち体験材料

茶道・華道

レクリエーション

１時間

要相談

　３，０００円

　１，８００円

１時間

１人前

―

送料別。

1個

400g

品目

手びねり

下絵付け（湯呑み茶碗）

１個

キャンプファイア用薪

　　 　〃　　　 丸太

ほんじょうじ

本成寺：日蓮宗　　300円
永光寺は別途拝観料が必要(大
人のみ：300円)。

和太鼓体験

座禅・正座体験 １回

ようこうじ

永光寺：曹洞宗
　　　　高・大人　500円
　　　　小・中　　300円

会場を交流の家にする場合出
張費が必要となる為，寺院と
要相談。

ガスマッチ

数量品名

　２５円

　２５円

１個 　２０円1枚
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活動名
活動可能

時期
指導
方法

対象 実施 人数
所要
時間

雨天
代替

頁
番号

カッター 4～10月初旬 ① 小5以上 24名・48名 ３ ― 21

カヌー 5～10月初旬 ① 小5以上 10～36名 ３ ― 22

いかだ体験 5～10月初旬 ① 小5以上 10～36名 ３ ― 23

アーチェリー（ＡＲ） 3～11月 ① 小4以上 20～50名 ３ ― 24

サイクリング（ＣＹ） 3～11月 ②全 P25参照 10～50名 ３ ― 25

ウォークラリー（ＷＲ） 通　年 ②全 小4以上 10～160名 ３ ― 26

オリエンテーリング（ＯＬ） 通　年 ②全 小5以上 10～400名 ３ ― 27-28

ディスクゴルフ（ＤＧ） 3～11月 ②代 小学生以上 10～200名 ２～３ ― 29

ナイトアドベンチャー（ＮＡ） 3～11月 ②代 小5以上 10～200名 １～２ ― 30

グリーンアドベンチャー（ＧＡ） 4～10月 ②代 小3以上 10名～ 1.5～３ ― 31

火おこし体験 3～12月 ① 小5以上 20～80名 １.５ ― 32

砂像造り 5～9月 ① 小4以上 20～240名 ３ ― 33

そば打ち体験 通　年 ① P37参照 10～40名 ４ ― 34

野外炊飯 3～12月 ②全 小5以上 10～160名 ４ ― 35-36

たき火体験・防災ご飯作り 3～12月 ① 小4以上 10～40名 4 ― 37-38

キャンプファイア 5～10月 ②代 小学生以上 20～400名 ２ ― 38

キャンドルセレモニー 通　年 ②代 小学生以上 10～400名 ２ ○ 39

天体・星座観察 通　年 ③ ― 10～200名 1.5～2 ― ―

館内オリエンテーリング 通　年 ②代 小学生以上 10～400名 1.5～2 ○ 40

肝だめし 通　年 ②代 小学生以上 10～200名 １～２ ― 41

水泳・水遊び 5～9月 ②代 P42参照 10～70名 ― ○ 42

スポーツ活動 通　年 ②代 ― ― ― ○ 43-44

和太鼓体験（夜のみ） 通　年 ① 要相談 20～100名 １ ― ―

座禅・正座体験（会場近隣寺院） 通　年 ① 要相談 10～150名 ３ ― ―

ヨーガ 通　年 ③ 要相談 10～30名 ３ ― ―

茶道・華道 通　年 ③ 要相談 10～30名 ３ ― ―

レクリエーション 通　年 ③ 要相談 20～100名 １～２ ― ―

講演・講義・講話 通　年 ③ 要相談 20～300名 １ ― ―

海岸清掃 通　年 ②代 ― ― ― ― ―

施設内外の清掃 通　年 ②代 ― ― ― ― ―

＜スポーツ・レクリエーション活動＞

＜文化活動・その他＞

＜自然体験活動＞

■野外での活動
・職員，外部講師による指導がある活動は，開始時間に玄関前に活動ごとに集まってくだ
さい。
（各活動担当指導者は活動１０分前に活動の打ち合わせを行います。）

・オリエンテーリング，ウォークラリーは，指定された研修室等へ集まってください。
・野外活動等で外履きが汚れた場合は，玄関前の足洗場で泥を洗い流してください。

①職員・外部講師による指導
②自主活動（「全」・・・最初に全体へ指導，

「代」・・・事前に代表者へのみ説
明）
③希望に応じて外部講師を依頼

■屋内での活動
・直接指定された研修室等に集まってください。
・研修室等を利用後，机や椅子等を元に戻し，清掃を行ってください。

■活動の決定について
・以下の時間までに，晴天・雨天プログラムについて事務室に連絡してください。

（午前の活動７:５０／午後の活動１２:００／夜の活動１６:３０）
・天気予報等決定に必要な情報は，事務室におたずねください。
・天候の状況によっては，野外での活動を中止していただく場合があります。

■活動プログラム一覧
活動に関わる資料はホームページからダウ

ン
ロードできます。事前にご覧ください。
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活動名
活動可能

時期
対象

実施
人数

所要
時間

指導
方法

雨天
代替

夜の
活動

費用
（税込）

通　年 小4以上 10～150名 1.5～3 ① ○ ―

通　年 小学生以上 10～42名 3 ① ○ ―

通　年 満5歳以上 3～150名 1.5～2 ② ○ ○

通　年 満5歳以上 3～80名 1～2 ② ○ ○

通　年 小5以上 3名～ 2～3 ② ○ ○

通　年 小学生以上 3～60名 2～3 ② ○ ○

通　年 満5歳以上 3～40名 3 ① ― ―

通　年 満5歳以上 20～150名 3 ① ○ ―

通　年 満5歳以上 20～150名 3 ① ― ―

通　年 小学生以上 20～50名 2 ① ― ―

4～10月 満5歳以上 3～30名 2～3 ② ○ ○

通　年 満5歳以上 3～40名 1～1.5 ② ○ ○

備考

＜創作活動＞

220円/個（焼付
を行う場合，別途
ガス器具使用料
200円必要）

各団体が準備
するもの

色紙:330円/個
写真立て:500円/個
鏡:670円/個

700円/個七宝焼

無料

スプーンやフォークに木の枝の持ち手をつけ，彫刻刀で模様をつけます。

ひろった花や葉を押し花にします。

台紙（はがき
等），新聞紙，
花．ティッシュ, ラ
ミネートフィルム

ティッシュ，
新聞紙

新聞紙，2B鉛筆，
消しゴム

ガラス質の絵の具で絵を描き，かまどで焼いて，キーホルダーをつくります。

無料

430円/個
革を好きな形に切り，模様や文字を刻印します。

マイスプーン
マイフォーク

高麗石（３cm×３cm）に彫刻刀で模様を彫り，ハンコにします。

海草しおり 色紙の上に乾燥させた海草をおき，ラミネートをして，しおり
にします。

ガスマッチは焼付
けを行うときの
み。

軍手，ガスマッチ

200名以上の場合
は不足分の彫刻刀
の持参が必要。

海草は交流の家で
準備。

ラミネートフィル
ム，色紙，新聞
紙，ひも

新聞紙

1,000円/個
※送料別

1,000円/個
※送料別

2,100円/個
※送料別

押し花

外部講師の都合に
より実施できない
場合あり。石をみがいて，まが玉の首かざりをつくります。

無料

新聞紙，鉛筆，
消しゴム

手びねり エプロン，タオル
会場は大社焼工房
（交流の家から徒
歩10分）。粘土をこねて，湯呑み茶碗などをつくります。

上絵付け

クリアキャンドル

革細工

てん刻

29名までは大社焼
工房，30名以上は
研修室で実施（相
談可）。

HB鉛筆，図案
（図案部分：
9×25cm）

HB鉛筆，図案
（マグカップ図案
部分：8×20cm）

施釉後，本焼きしたものに絵付けをして，マグカップや小皿（直径１７
cm）をつくります。

600円/個
砂や貝がらをいれたグラスにろうをそそぎ，キャンドルをつくります。

380円/個

■創作活動について

自主活動については，活動１０分前に代表者のみに説明をします。夜間の活動は，１６：３０に説明をしま
す。活動中，職員は説明等行いませんので，ご留意ください。

貝殻アート
・色紙
・写真立て
・鏡

まが玉 

下絵付け
素焼きしたものに絵付けをして，湯呑み茶碗をつくります。

新聞紙，色鉛筆，
マジックなど

どの作品をいくつ
作るか，プログラ
ムに明記。貝を貼り付けて，色紙などをかざりつけ，絵をかきます。

HB鉛筆，消しゴム，
サンドペーパー
No,320（1枚で約8
名分），首にかけるひ
も，ビーズなど

夜でも行える活動①職員・講師による指導
②自主活動（事前に代表者へのみ説明）
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カ ッ タ ー

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ４月～１０月初旬 ※小雨実施可 ※強風（風速 10m 以上）実施不可

指 導 形 態 外部講師が指導 引率者数 １艇１名以上（必ず乗船）

対象・人数

班 編 成 等

①小学校５年生以上，４８名まで

②定員は１艇２４名（引率含まず）まで（２艇あり）

小学生の場合，１艇の人数は２０名以上

③男女がいる場合は体力を考慮し，できるだけ男女混合で定員になるよう配慮

実 施 場 所 下杢左エ門池
しももくざえもんいけ

（敷地内かんがい用水池）

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 活動費：１人 ２００円

当施設が貸

し出すもの
ライフジャケット，カッター（全長９ｍ，２６名乗り）

各団体で持

参するもの
帽子，動きやすい服装，雨具（傘は不可），飲料水，眼鏡使用の場合は留めひも

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

３ 実施上の留意点

(1) 玄関前での集合の仕方は，艇ごとに２列縦隊（背の高い者順）で整列してください。

  (2) カッター係留場にはトイレがありません。集合前に済ませておいてください。

(3) 熱中症予防のため，飲料水（水筒・ペットボトル等）を携帯させてください。

(4) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
外部講師

引 率 者
外部講師との打合せ

～9:00 集   合 引 率 者 玄関前整列指導，事務室へ集合の報告，活動者掌握

9:00～9:20 説   明
外部講師

引 率 者

概要説明

ライフジャケット配付

9:20～11:30 実   技
外部講師

引 率 者

指導，講評

活動者掌握，緊急対応

11:30～12:00 振 り 返 り 引 率 者 ライフジャケット返却，整列挨拶指導

指導者の指示のもと，メンバーが息を合わせて櫂（かい）

を操作することで，艇をコース通りに進めることができま

す。カッターが進む感覚を楽しみながら，規律を守る大切

さを学ぶとともに，協調性を養うことができます。

概要・教育的効果
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カ ヌ ー

１ 活動計画立案にあたって

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

※水着に着替えた状態で玄関前に整列してください（実技の前にプールの更衣室での更衣も

可能ですが，活動時間が短くなります）。

※池で実技の際には，水着の上に T シャツを着る等，肌の露出をなるべく控えてください。

※実技後，室内プールのシャワーを使用できます。

３ 実施上の留意点

(1) 実技では，水着とライフジャケットを必ず着用します。

(2) 活動中に転覆の練習を行うため，必ず濡れます。事情があって転覆の練習ができない

場合は，事前にご相談ください。

(3) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。

期 間 等 ５月～１０月初旬 ※小雨実施可 ※強風（風速 10m 以上）実施不可

指 導 形 態 外部講師または職員が指導 引率者数

2 名以上（池で実施する際に救

助用カヌー1 名，カヌー運搬補

助 1 名必要）

対象・人数

班 編 成 等

①小学校５年生以上，１０～３６名まで

②２名１組で１８ペアまで（１艇を２名交代で使用）

実 施 場 所 室内プールおよび上杢左エ門池
かみもくざえもんいけ

（敷地内かんがい用水池）

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 活動費：１人 ２００円

当施設が貸

し出すもの
カヌー（１人乗り用），パドル，ライフジャケット，救助用カヌー

各団体で持

参するもの

水着，Ｔシャツ，タオル，着替え，濡れてもよいシューズ，飲料水，コンタクト

レンズ使用の場合は水泳用ゴーグル，眼鏡使用の場合は留めひも

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
外部講師

引 率 者
外部講師との打合せ

  ～9:00 集   合 引 率 者
玄関前整列指導（水着），

事務室へ集合の報告，活動者掌握

9:00～9:15 移   動 外部講師 プールへ移動

9:15～10:30
プールで実技

後，移動
外部講師

引 率 者

概要説明，指導

指導補助，用具配付補助，監視，転覆者の救助
10:30～11:20 池 で 実 技

11:20～12:00
振 り 返 り

着 替 え

外部講師

引 率 者

用具返却指導

用具返却補助，プール更衣室にて着替え

プールや池でカヌーに関する基礎的な知識・技術を習得

します。自然を体感しながら水に親しむとともに，状況に

応じた的確な判断力や行動を身につけさせ，安全意識を養

うことができます。

概要・教育的効果
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い か だ 体 験 
 

 

 

 

 

 

１ 活動計画立案にあたって 

期 間 等 ５月～１０月初旬 ※小雨実施可 ※強風（風速 10m 以上）実施不可 

指 導 形 態 外部講師または職員が指導 引率者数 
２名以上（道具運搬補助及び指

示，安全管理） 

対象・人数 

班 編 成 等 

①小学校５年生以上，12～36 名程度まで(小学生の場合 40 名程度まで) 

②各班６名（小学生は６名～７名）体重合計３５０ｋｇまで ６班まで 

※原則，５名以下の編成は認めていません。 

※小学校 5 年生の場合は，1 班６～７名編成をおすすめします。 

実 施 場 所 下杢左エ門池
しももくざえもんいけ

（敷地内かんがい用水池） 

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度 

経 費 活動費：１人 ２００円 

当施設が貸 

し出すもの 
ライフジャケット，パドル，浮き，板，竹ざお，ロープ，救助艇 

各団体で持

参するもの 

Ｔシャツ，ハーフパンツ，濡れてもよいシューズ，軍手，タオル，着替え，飲料

水，救急箱，眼鏡使用の場合は留めひも 

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照） 

※必ず濡れてもよい服装になった状態で玄関前に整列してください(水着不可) 。 

※着替え等は活動場所へ持っていきます（濡れてしまった場合は，室内プールのシャワーを

利用できます）。 

※いかだ 6 艇の場合は，片付けに３０分程度かかります。 

３ 実施上の留意点 

 (1) 実技ではライフジャケットを着用しますが，池に飛び込む等の危険行為は厳禁です。 

(2) 水しぶき等により衣服が濡れます。また，膝から下は池に浸かります。 

(3) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。 

時  間 活動の流れ 役 割 内     容 

8:50～9:00 打 合 せ 
外部講師 

引 率 者 
外部講師との打合せ 

   ～9:00 集   合 引 率 者 
玄関前整列指導（更衣が完了した状態で整列） 

事務室へ集合の報告，活動者掌握 

 9:00～10:00 
移動・説明 

組   立 

外部講師 

引 率 者 
組み立て説明 

安全指導，用具配付 

10:00～10:40 実   技 
外部講師 

引 率 者 
指導 

監視，安全指導，転覆者の救助 

10:40～12:00 
後 片 付 け 

振返り･着替え 
引 率 者 

用具破損の有無の確認，用具返却，整列挨拶指導 

プール更衣室にて着替え 

浮き（発泡スチロール）と板をロープでしばり，いかだ

を作ります。声をかけ合いながら，協力していかだを作っ

たり，こいだりすることを通して，コミュニケーション能

力や協調性を養うことができます。 

概要・教育的効果 
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アーチェリー（ＡＲ） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 活動計画立案にあたって 

期 間 等 ３月～１１月 ※小雨実施可 ※荒天時の代替プログラム不可 

指 導 形 態 外部講師が指導 引率者数 １名以上 

対象・人数 

班 編 成 等 

①小学校 4 年生以上，２０～５０名まで 

②用具の関係上，１０班に編成し，左利きの人は１班に集める 

実 施 場 所 アーチェリー場（３０ｍ×３０ｍの芝生地，矢を射る場所から的までは 12ｍ） 

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度 

経 費 活動費：１人 ２００円 

当施設が貸 

し出すもの 
アーチェリー用具一式，スコアカード，鉛筆 

各団体で持

参するもの 

弦がひっかからないような上着，運動靴，雨具，飲料水，虫よけ 

（指の痛み防止のため、軍手（すべり止め無し）があるとよいです。） 
 

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照） 

 

３ 実施上の留意点 

(1) 左利きの人を１班に集めます。事前に利き手を把握して班編成をしてください。 

(2) 当日の人数により，班編成の変更をお願いすることがあります。 

(3) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。 

(4) 基準以上の得点を出した活動者には認定証を発行しますので，活動後速やかにスコア

カードを事務室へ提出してください。 

時  間 活動の流れ 役 割 内     容 

8:50～9:00 打 合 せ 
外部講師 

引 率 者 
外部講師との打合せ 

  ～9:00 集   合 引 率 者 玄関前整列指導，事務室へ集合の報告，活動者掌握 

9:00～9:30 説   明 
外部講師 

引 率 者 

概要説明，用具配付 

用具配付補助 

9:30～11:30 実   技 
外部講師 

引 率 者 

指導 

監視，安全指導，スコアカードの記録 

11:30～12:00 振 り 返 り 引 率 者 用具破損の有無の確認，用具返却，整列挨拶指導 

洋弓を使い的を射ます。自分の心と体の状態を捉え，

的の中心に当たるように工夫します。高い得点を目指し，

姿勢や力を調整することで，巧みな動きを高めることが

できます。また，心静かに射ることで，集中力を養うこ

とができます。 

概要・教育的効果 
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サイクリング（ＣＹ）

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ３月～１１月 ※雨天実施不可

指 導 形 態
自主活動

※職員が活動者・引率者へ説明
引率者数

２名以上（活動者が３０名

を変える場合，３名以上）

対象・人数

班 編 成 等

身長１３５ｃｍ以上，１０～５０名まで

※１３５ｃｍ以下でも乗れる自転車が数台あります。

実 施 場 所
交流の家周辺の一般道路・サイクリングロード（約１１ｋｍ）

※コースを変更される場合は，事前に相談してください。

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの

マウンテンバイク，ヘルメット，ゼッケン，携行薬品，コース図，無線機（引率者分）

                        小：20 台（適応身長 135 ㎝～155 ㎝）

マウンテンバイクの種類    中：40 台（適応身長 145 ㎝～175 ㎝）

      大：      5 台（適応身長 165 ㎝～185 ㎝） 計 65 台

各団体で持

参するもの

【活動者】タオル，飲料水，水筒を入れるリュックサック

【引率者】携帯電話，軍手（チェーンが外れた時に直すため）

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

３ 実施上の留意点

(1) 事前にコースの下見を必ず行い，危険個所，休憩ポイント等を把握してください。

(2) 並進は不可とし，登坂時を除き追越しはしないでください。

(3) 事前に走行順を決めておくと，活動がスムーズになります。

(4) 自転車を砂浜へ乗り入れないでください。

(5) 国道を横断する場合は必ず自転車から降り，押ボタン信号を利用してください。

(6) 先頭及び最後尾は引率者とし，無線で情報共有をするようにしてください。

(7) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
職 員

引 率 者
職員との打合せ

  ～9:00 集   合 引 率 者 玄関前整列指導，事務室に集合の報告，活動者掌握

9:00～9:20 説   明 職 員 概要説明，自転車の操作法と調整，安全指導

9:20～9:40
用 具 点 検

試   走

職 員

引 率 者

用具（自転車，ヘルメット，ゼッケン）配付，ブレ

ーキ，タイヤの空気圧，サドル調整等

9:40～11:30 実   技 引 率 者 安全指導，活動者掌握

11:30～12:00 振 り 返 り 引 率 者 用具破損の有無の確認，用具返却，終了報告

マウンテンバイクで，サイクリングコース（約１１ｋｍ）

を走行します。潮風を受けながら隊列を組んで走行する爽

快感や，坂を登りきる達成感を体感することができます。

概要・教育的効果
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ウォークラリー（ＷＲ）

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 通年 ※小雨実施可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が活動者・引率者へ説明 引率者数

５名以上，

ＧＨｺｰｽは６名以上

（本部+監視場所）

対象・人数

班 編 成 等

①小学校４年生以上 各コース １０～４０名

②各班５名程度が適当，各コース８班まで

＜コースについて＞ 舗装道路を歩く

コース 距離 問題数 監視場所 コース 距離 問題数 監視場所

Ａ 約 5.4 ㎞ １０ ４か所 Ｂ Ａｺｰｽ逆周り １０ ４か所

Ｃ 約 4.7 ㎞ １０ ４か所 Ｄ Ｃｺｰｽ逆周り １０ ４か所

Ｅ 約 5.5 ㎞ １０ ４か所 Ｆ Ｅｺｰｽ逆周り １０ ４か所

Ｇ 約 5.０㎞ ９ ５か所 Ｈ Ｇｺｰｽ逆周り ９ ５か所

実 施 場 所 青少年交流の家周辺

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの

コマ地図，問題用紙，マスターマップ，監視場所地図，模範解答，バインダー，

ゼッケン，計量はかり

各団体で持

参するもの

動きやすい服装（原則，長袖・長ズボン），運動靴，帽子，時計，鉛筆，

雨具（傘は不可），飲料水，虫よけ

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
職 員

引 率 者
職員との打合せ

～9:00 集   合 引 率 者 事務室へ集合の報告，活動者掌握

9:00～9:30
説   明 職 員 研修室等で活動者に説明（活動全般，留意事項等）

準   備 引 率 者 本部設営，監視場所の確認，用具の借用

9:30～11:30
ス タ ー ト 引 率 者

玄関前整列指導，用具の配付，スタート指示

※複数班ある場合は時間差を設けスタートする

実   技 引 率 者 本部及び監視場所で活動者掌握，緊急対応

11:30～12:00 後 片 付 け 引 率 者
用具個数，破損の有無の確認，回収，返却

事務室に終了の報告

３ 実施上の留意点

(1) 公道を使用するため，交通安全に留意し，活動を行ってください。

(2) 本部及び監視場所には，必ず人を配置してください。

(3) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。

コマ地図を基にチェックポイントを探し，課題を解きな

がら，設定された時間にできるだけ近い時間でグループ全

員がゴールすることを競う活動です。ルートを話し合った

り，課題を解決したりすることを通してコミュニケーショ

ン能力や問題解決能力を高めることができます。

概要・教育的効果
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オリエンテーリング（ＯＬ）

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 通年 ※小雨実施可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が活動者・引率者へ説明 引率者数
６名以上

（本部＋監視場所）

対象・人数

班 編 成 等

①小学校５年生以上，１０～４００名まで

②各班４～６名程度が適当

＜コースについて＞

種 類 ポスト数 コース数 コンパス 備 考

ラインＯＬ ７
１～８

(８コース)
なし

中・高校生や大人でも十分

に楽しめます。

ポイントＯＬ ７
Ａ～Ｊ

(１０コース)
あり

コンパスの習熟が必要で

す。（中学生以上）

【ラインＯＬ】は，マスターマップにポストの位置とルートが記載されています。

活動用地図に写しとった後，ルートに沿ってポストを見つけながらコースを回

ります。

【ポイントＯＬ】は，マスターマップにポストの位置だけが記載されています。

活動用地図に写しとった後，コンパスを使ってポストがある方向と進むルート

を見つけながらコースを回ります。

実 施 場 所 青少年交流の家周辺

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費
活動用地図：１枚 ４５円（班に１枚必要になります）

※事前説明時に必要枚数を渡します。

当施設が貸

し出すもの

マスターマップ，解答，説明用地図，監視場所地図

コンパス，ゼッケン，机，椅子

各団体で持

参するもの

赤ペン，鉛筆，動きやすい服装（原則，長袖・長ズボン），活動用靴，帽子，雨

具（傘は不可），飲料水，時計，救急セット，虫よけ，携帯電話等

マスターマップ(基になる地図)から写した地図をたよ

りにポストを探し，時間内にゴールします。自然に親しむ

とともに，地図を基にルートを話し合うなど，協調性やコ

ミュニケーション能力を養うことができます。

概要・教育的効果
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２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

３ 実施上の留意点

(1) 規定時間（全班が出発してから９０分後等）を設けて，その時間を過ぎたら途中でも

活動をやめて戻るよう指導してください。

(2) 監視場所（６～８地点）にて活動者がコースを外れないように監視するとともに，活

動者の通過チェック等の安全管理を行ってください。

(3) 順位の決定は，ラインＯＬ・ポイントＯＬとも規定時間内に，より多い正解数でゴー

ルした班を上位とします。ただし，同点の場合は所要時間が短い班を上位とします。

(4) ポイント OL では，コンパスを使用します。そのため，活動前説明の中でコンパスの

使い方についても説明及び練習（２０分程度）を行います。事前にコンパスの使い方

を練習しておくと時間が短縮できます。事前に貸出しも可能ですので希望される方は

申し出てください。

(5) 事前に活動者名簿を提出し，活動前に名簿により活動者を確認してください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
職 員

引 率 者
職員との打合せ

   ～9:00 集   合 引 率 者 事務室へ集合の報告，活動者掌握

9:00～9:40
説  明

引 率 者
練習用コンパス等の借用，配付，回収

※ポイントＯＬの場合のみ

職 員 研修室等で説明（活動全般，留意事項等）

打ち合わせ 引 率 者 本部設営，監視場所の確認，用具の借用

9:40～11:30
ス タ ー ト 引 率 者

玄関前整列指導，用具の配付，スタート指示

※複数班ある場合は時間差を設けスタートする

実   技 引 率 者 監視場所及び本部で活動者掌握，緊急対応

11:30～12:00 後 片 付 け 引 率 者
用具個数，破損の有無の確認，回収，返却

事務室へ終了の報告

本部：玄関前

スタート・ゴール
マスターマップ設置

コンパス

ポイントＯＬのみ使用
（中学生以上）

ポスト

コース上に設置
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ディスクゴルフ（ＤＧ）

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ３月～１１月 ※小雨実施可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 各コース１名以上

対象・人数

班 編 成 等

①小学生以上，１０～２００名まで

②各班４～７名程度が適当，３コース合計２７班まで

＜コースについて＞

コース名 コースの特徴
ホール数

（ホール番号）
距離 所要時間

緑の広場 芝生・松林 ９（№ 1～№ 9） ４１０ｍ 約５０分

桜の森 桜の木・低木 ９（№10～№18） ３７０ｍ 約４０分

チャンピオン 松林 ９（№21～№29） ３３５ｍ 約４０分

実 施 場 所 青少年交流の家敷地内

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの
フライングディスク（5 色），コース図，スコアカード，バインダー

各団体で持

参するもの

動きやすい服装（チャンピオンコースは原則，長袖・長ズボン），帽子，活動用

靴，虫よけ，雨具（傘は不可），鉛筆，飲料水

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

３ 実施上の留意点

(1) 班ごとに各ホールに分かれて同時にスタートすると効率的です。

  (2) 各コース，基準以上の得点を出した活動者には，認定証を発行しますので，活動後速

やかにスコアカードを事務室へ提出してください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
職 員

引 率 者
職員との打合せ，用具借用

  ～9:00 集   合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握

9:00～9:20 説   明 引 率 者 概要説明，実技指導，安全指導

9:20～11:30 実   技 引 率 者 巡視，活動者掌握，緊急対応

11:30～12:00 後 片 付 け 引 率 者
用具個数，破損の有無の確認，回収，返却

事務室に終了の報告

ゴルフのボールの代わりにフライングディスクを使用

し，バスケット型の専用ゴールに，何投で投げ入れるこ

とができるかを競うスポーツです。自然の中で活動する

爽快感を味わうとともに，ディスクを思い通りに投げる

操作性を高めることができます。

概要・教育的効果
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ナイトアドベンチャー（ＮＡ）

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ３月～１１月 ※雨天実施不可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 ４名以上

対象・人数

班 編 成 等

①小学校５年生以上，１０～２００名まで

②各班４～７名程度が適当，１コースにつき３０班まで

＜コースについて＞

コース名 コースの特徴 ポイント数

Ｇ ディスクゴルフのポストがポイント １２

Ｔ 敷地内の樹木がポイント １２

実 施 場 所 青少年交流の家敷地内

所 要 時 間 活動は１～２時間程度，別途引率者は準備，後片付けのため各３０分程度必要

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの

点数カードセット，点数記入一覧表，ポイント配置図，点数カード入れ，

ゼッケン

各団体で持

参するもの

懐中電灯：各班２個以上（できれば各自１個），動きやすい服装（原則，長袖・

長ズボン），活動用靴，腕時計（各班 1 つ），引率者用時計，鉛筆，虫よけ

２ 標準的な日程

３ 実施上の留意点

(1) 照明のない場所での活動ですので，安全指導・管理を徹底してください。

  (2) 他の利用者の迷惑にならないよう，注意してください（テントサイト・営火場等）。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

16:30～16:40 打 合 せ
職 員

引 率 者
職員との打合せ，用具借用

16:40～17:30 準 備 引 率 者 コース確認，点数カード等設置

19:20～19:30 集 合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握，実技指導，安全指導

19:30～21:00 実 技 引 率 者 巡視，活動者掌握，緊急対応

21:00～21:30 後片付け 引 率 者
用具個数の確認，回収，返却（翌朝でも可）

事務室に終了の報告

暗闇の中を仲間と協力して指定のポイントを探し，各ポ

イントに設置されている点数カードを集めます。夜の自然

環境を体感するとともに，仲間との信頼関係を高めること

ができます。

概要・教育的効果
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グリーンアドベンチャー（ＧＡ）

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ４月～１０月 ※小雨実施可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 2 名以上

対象・人数

班 編 成 等

①小学校３年生以上，10 名～実施可能

②各班４～６名程度が適当

＜コースについて＞

コース名
ナンバー

プレート
内  容

能登の森 NO.1～40 能登の森や林の中を一周しながら樹木を観察

杢左エ門池 NO.1～35
上杢左エ門池の周りの森や林を歩きながら樹木の

観察

交流の家 NO.1～15 交流の家の建物周辺の樹木を観察

実 施 場 所 青少年交流の家周辺

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて 1.5～３時間程度

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの
解答，ハンドブック，地図，問題用紙，バインダー，ゼッケン

各団体で持

参するもの

動きやすい服装（原則，長袖・長ズボン），帽子，活動用靴，虫よけ

雨具（傘は不可），鉛筆，飲料水

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

３ 実施上の留意点

このグリーンアドベンチャーコースは，公益社団法人青少年交友協会の協力と名称使用

承認のもとに設置したものです。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～9:00 打 合 せ
職 員

引 率 者
職員との打合せ，用具借用

  ～9:00 集 合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握，

9:00～9:20 説 明 引 率 者 概要説明，実技指導，安全指導

9:20～11:30 実 技 引 率 者 巡視，活動者掌握，緊急対応

11:30～12:00 後片付け 引 率 者
用具個数，破損の有無の確認，回収，返却

事務室に終了の報告

敷地内に点在する指定の樹木を班で協力して探し，課題

を解決します。身近な植物を観察することで，植物の名前

や特徴，文化とのかかわりについて知ることができます。

概要・教育的効果
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火おこし体験

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 3 月～１2 月 ※雨天時の代替プログラム不可

指 導 形 態 職員が指導 引率者数 ２名以上

対象・人数

班 編 成 等

①小学校５年生以上，２０～８０名まで

②各班８名まで（３～４名に１セットが適当）,１０班まで

実 施 場 所 ふれあいの広場

所 要 時 間 準備・後片付けの時間を含めて１時間３０分程度

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの
火おこし道具一式（２０セット）

各団体で持

参するもの
特になし

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１５：００で下表参照）

３ 実施上の留意点

(1) 野外炊飯と組み合わせて行うと効果的です。

その場合は，野外炊飯と合わせ５時間～５時間半程度の活動時間を見込んでください。

(2) 降雨時や梅雨時等，天候によってなかなか火がおきないことがあります。

(3) 道具に限りがありますので，交代で体験することになります。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～ 9:00 準備・集合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握，事務室に集合の報告

9:00～ 9:15 説   明
職 員

引 率 者

概要説明，実技指導，安全指導，

用具借用

9:15～10:15 実   技
職 員

引 率 者

指導

巡視，活動者掌握，緊急対応

10:15～10:30 振 り 返 り 引 率 者 用具返却，清掃，火の始末

まいぎり式の火おこし器を使い，昔の人々の工夫や火の

貴重さを体感することができます。また，火がついた時の

喜びや現代の生活のありがたさを感じることができます。

概要・教育的効果
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砂 像 造 り

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等
５月～９月 ※雨天実施不可

※晴天でも風や波の影響，海岸の状況で実施不可になる場合あり

指 導 形 態 外部講師が指導 引率者数 ２名以上

対象・人数

班 編 成 等

①小学校４年生以上，２０～２４０名まで

※小学校３年生以下で実施希望の場合は要相談。

②各班６名程度が適当，４０班まで

実 施 場 所 柴垣海岸（交流の家より車で片道約１５分・徒歩で片道約４０分）

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 活動費：１人 ２００円

当施設が貸

し出すもの

クラフト道具類，スコップ，バケツ，モチーフ例，

タープテント（救護用×１）

各団体で持

参するもの

下絵やモチーフとなる模型等，帽子，タオル，ビーチサンダル，飲料水，

救急箱，虫よけ等

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１６：３０で下表参照）

３ 実施上の留意点

(1) 海岸での活動時間を十分に取りたい場合は，活動後の食事時間を遅めに設定されるこ

とをお勧めします。

(2) 事前に下絵を作成する等，作品のイメージをもって活動に入るようにしてください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

8:50～ 9:00 準備・集合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握，事務室に出発の報告

9:00～ 9:40 移   動 引 率 者 移動引率

9:40～ 9:50 説   明
外部講師

引 率 者

活動場所にて概要説明，実技指導，安全指導

用具借用，配付

9:50～11:00 実   技
外部講師

引 率 者

指導

巡視，活動者掌握，緊急対応

11:00～11:20 片 付 け 引 率 者 用具破損の有無の確認，用具返却，整列挨拶指導

11:20～12:00 移   動 引 率 者 移動引率，事務室に到着の報告

粒の細かな柴垣海岸の砂を使って造形を楽しみます。準
備した下絵等をもとにグループごとで砂像を造り，鑑賞会
やコンテストを行うこともできます。創造力を発揮して砂
像を造り上げることで，達成感を味わうとともに，協調性
も養うことができます。

概要・教育的効果
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そ ば 打 ち 体 験

１ 活動計画立案にあたって

２ 標準的な日程

３ 実施上の留意点

(1) 「そば打ち体験注文用紙」を利用日の３週間前までに当所へ提出してください。

(2) 参加者にそばアレルギーの方がいないか，必ず確認してください。

(3) 変更・キャンセルについて，利用日の１週間前以降はできません。

(4) 外部講師の都合により，実施できない場合があります。

(5) 手や調理器具等の洗浄を充分に行い，食中毒予防に努めてください。ただし白木の

道具は水洗いせず，乾いたふきんで拭いてください。  

期 間 等 通年

指 導 形 態 外部講師が指導 引率者数 以下のとおり

対象・人数

班 編 成 等

①小学校５年生以上，１０～４０名まで (引率者は１０名につき１名以上)

②子ども会等で低学年が参加の場合 (引率者は５名につき１名以上)

③各班４名程度が適当，１０班まで

実 施 場 所 生活体験棟「あすなろ」(調理室とさつき)

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて４時間程度

経 費
活動費：１人 ２００円（事務室で手続き後，食堂売店もしくは銀行口座振込）

材料費：１人 ７００円（片付け後，外部研修指導員に直接支払い）

献   立 ざるそば  （食材：そば粉・打ち粉・そばつゆ・薬味）

当施設が貸

し出すもの
麺打セット（こね鉢等），調理用ガス器具，食器

各団体で持

参するもの
ふきん（各班 3 枚），手拭きタオル，食器洗剤，ごみ袋，箸，三角巾，エプロン

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

9:00～9:15 あすなろ集合 引 率 者 活動者掌握，整列，

9:15～10:00 全 体 指 導 外部講師 概要説明，実技指導，安全指導，用具貸出

10:00～13:00

そ ば 打 ち 外部講師 材料配付，用具準備，こね・延ばし調理

食 事 引 率 者 会場準備，食事

後 片 付 け 引 率 者 用具等の洗浄(白木の道具以外)，清掃

点 検 ・ 返 却 外部講師 点検・確認・返却

水回し・こね・のし・きり・ゆで等を体験します。そば打

ちを体験することで，仲間と一緒に食事を作る楽しさ，食べ

る楽しさや，協調性を養うこともできます。

概要・教育的効果
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野 外 炊 飯 
 

 

 

 

 

 

 

１ 活動計画立案にあたって 

期 間 等 ３月～１２月 ※冬季は防寒具が必要 

指 導 形 態 自主活動 ※職員が活動者・引率者へ説明 引率者数 ２名以上 

対象・人数 

班 編 成 等 

①小学校５年生以上，１０～１６０名まで ※家族で実施する場合，要相談 

②各班１０名程度が適当，１６班まで 

実 施 場 所 野外炊飯場（キャンプ場の中にあり，配置・設備は次ページ参照） 

所 要 時 間 準備，後片付け，点検の時間を含めて４時間程度 

経 費 材料費・薪代・ガス器具代（詳細は P.１７参照） 

献   立 

(P１７参照)   

軽食セット A 軽食セット B カレーライス 焼肉 

海鮮セット 焼きそば 豚汁 サラダ 

当施設が貸 

し出すもの 

物品名 
数 

(１ｾｯﾄ分) 
物品名 

数 

(１ｾｯﾄ分) 

なべ（大・中） 各１ まな板・包丁 各２ 

ざる・ボール 各１ 鉄板 ２ 

おたま ２ ガス器具 一式 

しゃもじ １ アルコール消毒液 １ 

フライ返し ４ 検査用保存食袋 １ 

各団体で持

参するもの 

物品名 
売店 

販売 
物品名 

売店 

販売 
物品名 

売店 

販売 

薪 
(入所手続き時，使

用数を確認します) 

○ 

ガスマッチ ○ 
クレンザー 

食器用洗剤 
○ 

ふきん・ぞうきん
(各班各３枚程度） 

○ スポンジたわし ○ 

はし・スプーン 

皿 
○ 軍手（綿のもの・ゴム

がついていないもの） 
○ 

まな板・包丁（地引

き網でとった魚等

を調理する場合） 
× 

菜ばし 
(焼きそばの際にあると便利) × 

新聞紙 
(カレー拭き取り用) 

× 
救急薬品 

虫よけスプレー 
× 

ゴミ袋（ゴミ袋を売店で購入した場合，処理できます。） 

※食堂で購入した食材から出たゴミを捨てるために，食材受け渡し時，70L のゴミ袋が

４セットあたり１枚つきます。 

 

 

 

 

薪割り，調理等で役割を分担して食事を作ります。仲間

と協力して食事を作る協働体験を通して，コミュニケーシ

ョン能力や協調性を養うことができます。また，「おいし

くできた」という成功体験により，自己有用感を高めるこ

とができます。 

概要・教育的効果 
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２ 標準的な日程（※夕食にあてる場合は，１５：００開始を目安に計画） 

 

【実施場所】※各炊飯場およびふれあいの広場には，屋根があります。 

 

３ 実施上の留意点 

(1)「野外炊飯材料等注文用紙」を利用日の３週間前までに当所へ提出してください。 

(2) 衛生管理上，食材の持込みはできません。また，手や調理器具等の洗浄を充分に行い，

生食材の取り扱いに注意する等，食中毒予防に努めてください。 

  (3) 野外炊飯時の飲酒，喫煙はできません。 

  (4) 利用日の１週間前以降の材料の変更・キャンセルはできません。 

(5) 食材は１０人分・５人分単位の注文となります。食数の調整は，各団体で行ってくだ 

さい。 

 (6) 食材の受け取りについては，入所後の食事数確認の際に売店で確認します。 

   材料の受け取り時刻・・・昼食用は９：３０以降，夕食用は１４：３０以降 

※朝食用は別途ご確認ください。 

受け取った食材は，使用直前までキャンプ場管理棟倉庫の冷蔵庫に保管してください。 

  (7) 食品衛生法により，調理したもの（５０ｇ程度）を検査用保存食袋に詰め，速やかに   

食堂「グリルのと」まで提出してください。 

 (8) 食堂「グリルのと」で購入された食材等のゴミは，食堂の指示に従い処理してくださ

い。（もえるごみと残飯をまとめて袋に入れてください。） 

 (9) 借用物は，よく洗浄してから持参したふきんで水分を拭き取り，職員の点検を受け，

元の場所に戻してください。かまど及び使用場所は，使用後，必ず清掃してください。 

 

時  間 活動の流れ 役 割 内     容 

8:50～ 9:00 
玄関前集合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握，事務室に集合の報告 

移   動 引 率 者 職員とともにふれあいの広場へ移動 

9:00～ 9:30 全 体 指 導 職 員 諸注意，施設用具の使用法・貸出 

9:30～11:00 調 理 引 率 者 材料配付，用具洗浄，薪・ガスの準備，調理 

11:00～12:00 食 事 引 率 者 会場準備，食事，検査用保存食の準備・提出 

12:00～12:30 後 片 付 け 引 率 者 用具等の洗浄，清掃，ゴミ処理，火の始末 

12:30～13:00 点検・返却 職 員 点検，確認，返却 
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たき火体験・防災ご飯作り 
 

 

 

 

 

 

 

１ 活動計画立案にあたって 

期 間 等 ３月～１２月 ※冬季は防寒具が必要 

指 導 形 態 職員が指導 引率者数 ２名以上 

対象・人数 

班 編 成 等 

① 小学校４年生以上，１０～４０名まで  

※小学校３年生以下や家族で実施する場合，要相談。 

② 各班４名程度が適当，１０班まで 

実 施 場 所 野外炊飯場（キャンプ場の中にあり，配置・設備は次ページ参照） 

所 要 時 間 準備，後片付け，点検の時間を含めて４時間程度 

経 費 材料費（詳細は P.１７参照） 

献   立 

(P１７参照)   

ポリ袋ご飯（耐熱ポリ袋付き） 豚汁（調理済）  

＊おかずとなる缶詰は各自持参 

当施設が貸 

し出すもの 

物品名 
数 

(１ｾｯﾄ分) 
物品名 

数 

(１ｾｯﾄ分) 

かまど １ ファイヤースターター １ 

計量カップ １ アルコール消毒液 １ 

フライパン（なべ） １ 検査用保存食袋 １ 

カセットコンロ １   

各団体で持

参するもの 

物品名 
売店 

販売 
物品名 

売店 

販売 
物品名 

売店 

販売 

カセットコンロ用

ボンベ 
○ 

ふきん・ぞうきん
(各班３枚程度） 

○ 食器用洗剤 ○ 

はし・スプーン ○ 軍手（綿のもの・ゴム

がついていないもの） 
○ スポンジたわし ○ 

どんぶり（ごはん，

豚汁各 1 つ） 
○ ガスライター ○ 

救急薬品 

虫よけスプレー 
× 

缶詰 × マッチ × 缶切り × 

ゴミ袋（燃えるゴミと残飯をまとめるゴミ袋を 1 枚，食堂より提供します。処分可） 

＊空き缶等のゴミについては，ゴミ袋を売店で購入した場合のみ，こちらで処分可 

 

 

 

 

 

 

 

災害時にガスや電気が使えない場合を想定し，たき火と

ポリ袋炊飯を体験します。安全な火の取り扱い方や火の危

険性，保存食の大切さについて考え，防災について学ぶこ

とができます。事前学習や事後学習を行うことで，普段の

生活にも生かすことができます。 

概要・教育的効果 
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２ 標準的な日程（※夕食にあてる場合は，１５：００開始を目安に計画） 

 

【実施場所】※各炊飯場およびふれあいの広場には，屋根があります。 

 

３ 実施上の留意点 

(1)「野外炊飯材料等注文用紙」を利用日の３週間前までに当所へ提出してください。 

(2) 衛生管理上，未開封の缶詰を除き，食材の持込みはできません。また，手や調理器具

等の洗浄を充分に行い，食中毒予防に努めてください。 

  (3) 活動中の飲酒，喫煙はできません。 

  (4) 利用日の５日前以降の材料の変更・キャンセルはできません。 

(5) お米（調理用耐熱ポリ袋付）は 1 人分単位の注文ができます。豚汁は１０人分・５人 

  分単位の注文となります。お米の分配は，各団体で行ってください。 

 (6) 食材の受け取りについては，入所後の食事数確認の際に売店で確認します。 

   材料の受け取り時刻・・・昼食用は９：３０以降，夕食用は１４：３０以降 

   調理済みの豚汁は職員の案内を受け，食堂で受け取ってください。 

  (7) 食品衛生法により，調理したごはん（５０ｇ程度）を検査用保存食袋に詰め，速やか

に食堂「グリルのと」まで提出してください。 

 (8) 食堂「グリルのと」で購入された食材等のゴミは，食堂の指示に従い処理してくださ

い。（もえるごみと残飯をまとめて袋に入れてください。） 

 (9) 借用物は，よく洗浄してから持参したふきんで水分を拭き取り，職員の点検を受け，

元の場所に戻してください。かまど及び使用場所は，使用後，必ず清掃してください。 

時  間 活動の流れ 役 割 内     容 

8:50～ 9:00 
玄関前集合 引 率 者 玄関前整列指導，活動者掌握，事務室に集合の報告 

移   動 引 率 者 職員とともにふれあいの広場へ移動 

9:00～ 9:30 全 体 指 導 
職 員 

引 率 者 

諸注意，施設用具の貸出，ポリ袋炊飯準備 

9:30～11:00 たき火体験 たき火についての指導，体験 

11:00～12:00 調   理 ポリ袋炊飯，保存食についての指導 

12:00～12:30 食   事 引 率 者 検査用保存食の準備・提出 

12:30～13:00 
後 片 付 け 

点検・返却 

引 率 者

職 員 

用具等の洗浄，清掃，ゴミ処理，火の始末 

点検，確認，返却 
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キャンプファイア

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ５月～１０月

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 ２名以上

対象・人数

班 編 成 等
小学生以上，１０～４００名

実 施 場 所

第１営火場（１００～４００名）

第２営火場（３０～１００名）

第３営火場（1０～３０名）

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて２時間程度

経 費 薪等の材料代については，Ｐ１８（材料費一覧）参照

当施設が貸

し出すもの

放送機器，火ばさみ，非常消火用バケツ，スコップ，一輪車，皮手袋，

ガスマッチ

各団体で持

参するもの

ファイア材料（丸太，薪，トーチ，灯油は交流の家で購入可），軍手，新聞紙，

懐中電灯，虫よけ，ＢＧＭ用ＣＤ

２ 標準的な日程

◇火災防止上，井桁を組む場合の材料は下記の分量を参考にしてください。

実 施 場 所 丸太の本数 薪 の 束 数 灯 油 参 考 価 格

第１営火場 ８本 ３束

約１
リッ

トル

4.350 円

第２営火場 ６本 ２束 3,150 円

第３営火場 ２束 1,290 円

※上記キャンプファイア材料の注文は，ご利用当日入所時に申し出てください。

３ 実施上の留意点

衣装の貸し出しは行っていませんので，団体で準備してください（不燃性の物）。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

16:30～17:00 打 合 せ
職 員

引 率 者

職員との打合せ

会場準備，用具借用

19:30～19:40 説 明 引 率 者 活動者掌握，安全指導

19:40～20:30 実 技 引 率 者 実技，巡視，緊急対応

20:30～20:40 後片付け 引 率 者 所定の場所へ用具返却，残材の処理

翌日 7:20～7：40 後片付け 引 率 者 残材の片付け，営火場清掃，終了報告

仲間と火を囲み，楽しい時間を過ごす中で，友情と親睦を

深めることができます。自然の懐の中で火を見ながら心静か

に生活を振り返ることで，自分を見つめ，明日への意欲を高

めることができます。

概要・教育的効果
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キャンドルセレモニー

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 通年 ※雨天代替プログラムとしても実施可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 ２名以上

対象・人数

班 編 成 等
小学生以上，１０～４００名程度

実 施 場 所

大研修室（１０～１００名） 【キャンドル台ろうそく最多本数 １２本】

講堂  （１００～２００名）【キャンドル台ろうそく最多本数 １９本】

体育館 （２００～４００名）【キャンドル台ろうそく最多本数 １０本】

※大研修室，講堂は，事前・事後に机・椅子の移動・片付けが必要です。

※体育館では，個人ろうそくは使用できません。

※ろうがたれる可能性のある範囲にはブルーシートを敷いてください。

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて２時間程度

経 費 ろうそく代（持参または食堂「グリルのと」売店で購入可。※P.1８参照。）

当施設が貸

し出すもの

女神の衣装，女神及び誓詞者用ろうそく立て，中央燭台，ブルーシート，

個人用ろうそく立て（講堂：１００個，大研修室：９０個），放送設備，

ピアノ（講堂），ＣＤラジカセ

各団体で持

参するもの

ろうそく大（中央燭台・女神・誓詞者用），ろうそく小（個人用）

ガスマッチ，懐中電灯，ＢＧＭ用ＣＤ

２ 標準的な日程

３ 実施上の留意点

(1) 衣装への引火等，火の取り扱いには十分注意してください。

(2) 体育館の電灯を使用する際は，節電にご協力ください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

16:30～16:50 打 合 せ
職 員

引 率 者

職員との打合せ，

用具借用，放送機器の確認

19:00～19:40 準 備 引 率 者 会場準備，実技指導，安全指導

19:40～20:30 実 技 引 率 者 活動者掌握，巡視

20:30～21:00 後片付け 引 率 者
会場後片付け（ろう取りを含む）

用具回収，所定の場所へ返却

ろうそくの炎がつくる雰囲気の中で仲間とともに過ごす喜

びを味わい，友情を深めることができます。心静かに自分を

見つめ，明日への意欲を高めることができます。

概要・教育的効果
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館内オリエンテーリング（館内ＯＬ） 
 

 

 

 

 

 

１ 活動計画立案にあたって 

期 間 等 通年  

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 2 名以上 

対象・人数 

班 編 成 等 

①小学生以上，４００名まで 

②各班４～６名程度 

＜コースについて＞ 

種 類 所要時間 ポイント数 備 考 

スタンダードコース 1 時間 20 小学校低学年向け 

チャレンジコース 1 時間３０分 20 小学校高学年向け 
 

実 施 場 所 青少年交流の家館内 

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて 1 時間 30 分～2 時間程度 

経 費 無料 

当施設が貸 

し出すもの 
活動用地図，ポイント一覧，解答，バインダー 

各団体で持

参するもの 
動きやすい服装，赤ペン，鉛筆，時計  

 

２ 標準的な日程（午後の活動は，１３：２０～１５：３０で下表参照） 

 

３ 実施上の留意点 

(1)研修室や宿舎の中にポイントはありません。絶対に入らないでください。 

(2)他団体の研修の迷惑にならないようお願いします。特に研修棟付近では静かに活動する 

よう指導してください。 

時  間 活動の流れ 役 割 内     容 

8:50～9:00 打 合 せ 
職 員 

引 率 者 

職員との打合せ， 

用具借用 

  ～9:00 集 合 引 率 者 活動者掌握 

9:00～9:20 説 明 引 率 者 概要説明，安全指導，用具配布 

9:20～10:50 実 技 引 率 者 巡視，活動掌握，緊急対応 

10:50～11:00 後片付け 引 率 者 用具個数，回収，返却，事務室に終了の報告 

２０ヶ所のポイントが館内のどこにあるのかを，班で協

力して探し出します。時間内に探し出せるよう作戦を話し

合ったり，課題を解決したりすることでコミュニケーショ

ン能力や協調性を養うことができます。 

概要・教育的効果 
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肝 だ め し

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 通年

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数 ３名以上

対象・人数

班 編 成 等

①小学生以上，１コース１０～１００名程度まで

②各コース２０班まで，各班５名程度が適当

実 施 場 所
Ａコース 外灯のない外周道路（舗装路・一周約２０分）

Ｂコース 墓地公苑までの往復（舗装路・往復約２０分）

所 要 時 間 後片付けの時間を含めて１時間３０分程度（準備は日中にする）

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの
お化けセット（衣装，マスク，消臭スプレー）コース図

各団体で持

参するもの
懐中電灯，腕時計，虫よけ

２ 標準的な日程

３ 実施上の留意点

(１) 活動場所には照明がないところが多くあります。必ず日中にコースの状況を把握し，

活動中は安全指導，管理，巡視を徹底してください。

(２) Ａコースを利用される際は，車の通行に十分注意して行うようにしてください。

時  間 活動の流れ 役 割 内     容

16:30～17:00 打 合 せ
職 員

引 率 者

職員との打合せ

用具借用，下見

19:20～19:30 集 合 引 率 者 玄関前整列，活動者掌握

19:30～19:40 説 明 引 率 者 概要説明，実技指導，安全指導

19:40～20:40 実 技 引 率 者 活動者掌握，巡視

20:40～21:00 後片付け 引 率 者 回収，破損等の確認，所定の場所へ返却

青少年交流の家周辺の道路や墓地公苑をコースにして

行います。夜の自然やスリルを体感しながら，仲間との親

睦を深めることができます。

概要・教育的効果
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ス ポ ー ツ 活 動

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 通年

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明

実 施 場 所 体育館，グラウンド，テニスコート

所 要 時 間 －

経 費 無料

当施設が貸
し出すもの

次ページ参照

各団体で持
参するもの

体育館を使用する場合は，体育館用シューズ

２ 設備について        

(1) 体育館（３７ｍ×３０ｍ）

       

                       

                                

                          

                              

(2) グラウンド（１２０ｍ×９５ｍ）

(3) テニスコート（ハードコート２面）

３ 実施上の留意点

(1) 体育館で活動する際には，必ず体育館用のシューズ（黒ゴム底不可）に体育館入口で

履き替えてください。内履きシューズを本館で履いた場合には，体育館用として使用

できません。

(2) 暖房設備としてジェットヒーター（４機，タンク容量４０L）がありますので，借用

希望の方は事前に申し出てください。なお，灯油は各団体で持参してください。

(3) 体育館の電灯を使用する際は，節電にご協力ください。

用具庫

出入口 出入口

ポーチ

トイレ
(車椅子対応あり) 放送設備

玄関下足棚
（220 足）

ス
ロ
ー
プ

※ミニバスケットボールゴ

ールの使用希望がある場

合は，事前に申し出てくだ

さい。

バスケットボールゴール

（ミニバスケット用を取り付け可能）

防球ネットで仕切り可能

グラウンド側

宿舎側

B コート A コート

各種競技スポーツで技術や体力の向上を目指したり，レ

クリエーションの一つとして軽運動を楽しんだりするこ

とにより，活動者間のふれあいを深めることができます。

概要・教育的効果
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●実施できる主な活動および貸出物品

種  目 面 物 品 名

体
育
館

バスケットボール ２面 ミニバスケットボール用の付け替えゴール 2

バレーボール ２面（６人制コート） ネット，ポール

バドミントン ６面 ラケット１8，ネット，ポール

ハンドボール １面（３５ｍ×２０ｍ） ゴール，マット

卓球
*

卓球台 7 台（うち２台は講堂にあり）

フットサル ２面 ゴール，ボール５個

インディアカ ６面
バドミントンネット，ポール

インディアカボール１９個

ソフトバレーボール ２面または６面 ソフトバレーボール 11 個

ディスクドッジ
*

２面または６面 ディスク１０枚

綱引き 綱２本（３６ｍ，３０ｍ）

大(長)縄跳び
* 大（長）縄１3 本

２５ｍ：3 本，１０ｍ：10 本

キャッチ･ザ･スティック
*

スティック１６本×３セット

ストラックアウト
*

4 台（グラウンドと兼用）

テニス（要相談）

ソフトテニス
１面または練習用２面

ネット

ラケット（テニス用 5，ソフトテニス用１3）

ボール

ペタンク
*

３セット

キンボール
*

２セット

ダンス
*

全身鏡 4 台

グ
ラ
ウ
ン
ド

野球 １面

ベース（１面分）

ライン引き 5（ラインパウダーは各団体で持参）

グラウンドならし 9

サッカー 少年用２面・一般用１面

ゴール３組（少年用２，一般用１）

ライン引き 5（ラインパウダーは各団体で持参）

ボール５，コーナーフラッグ８

ストラックアウト
4 台（グラウンドと兼用）

ボール（軟式テニス用）

テ
ニ
ス

コ
ー
ト

テニス

ソフトテニス
２面

審判台２，ドライワイパー１，ネット２

ラケット（テニス用 5，ソフトテニス用１3）

ボール

※体育館には，多機能デジタルタイマー・得点板・審判台等もあります。

※ラケットやボール等は，数に限りがありますので，原則，団体で準備してください。

※「種目」に * がついている活動は，講堂でも実施できます。

※貸出用具を破損・紛失した場合は，事務室へ必ず連絡ください。
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水泳・水遊び

１ 活動計画立案にあたって

期 間 等 ５月～９月 ※７，８月は雨天時の代替プログラムとしても実施可

指 導 形 態 自主活動 ※職員が引率者へ事前説明 引率者数
プールサイドからの監視は

２名以上

対象・人数

班 編 成 等

①安全に活動ができる泳力または身長がある人，もしくは介助者がいる人

②１０～７０名

実 施 場 所
長さ：１６．７ｍ，幅：１３ｍ，水深：最浅１．２ｍ～最深１．４ｍ

水温：約２７℃（夏季は水温調整なし）

所 要 時 間 準備，後片付けの時間を含めて３時間程度

経 費 無料

当施設が貸

し出すもの

ビート板（３０枚）， ボール大 4 個，小 5 個），

ライフジャケット，ハンディマイク

各団体で持

参するもの
水泳キャップ，水着，必要に応じてゴーグル，浮輪，ボール等

２ 施設について ３ 使用上の留意点

(1) 使用前に職員が引率者へプール使用上の注意について

説明します。

(2) 引率者の指導のもとで活動し，プールサイドからの監視

を行う等安全管理に努めてください。

(3) 水泳用キャップを必ず着用してください。

(4) 飛び込み等の危険行為はしないでください。

(5) カヌー・パドルは使用しないでください。

(6) 春季は，水面をブルーシートでおおい，保温していま

す。使用後は必ずブルーシートを元の状態に戻してく

ださい。その際，水がシートの上に入り込んで残らな

いよう注意してください。

(7) プールサイドにあるホースやバケツ，デッキブラシ等を

使って，プ－ルサイド・手洗い台・足洗い場・シャワー

室・トイレ・更衣室を清掃してください。

室内プールで，水泳や水遊び等の活動を行うことができ

ます。いろいろな活動を通して，水に親しむとともに活動

者間のふれあいを深めることができます。

概要・教育的効果

男
子
更
衣
室

女
子
更
衣
室

シャワー

（9）

階段

シ
ャ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー

ト
イ
レ

ト
イ
レ

出入口③

シャワー

（9）

（４） （４）

プール

プールサイド

スロープ足洗い場

時計

車椅子対応
シャワー

トイレ

出
入
口
①

出入口②
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  ご利用の皆様から，特に多く寄せられる質問についてまとめました。ご覧いただき，参考にしてく

ださい。

Ｑ フレッシュタイム（FT)やイブニングタイム(ET)には必ず参加しなければなりませんか。

Ａ 原則参加ですが，地引き網や野外炊飯等の活動が入っている場合や，特別な配慮が必要な場合

等には参加しなくてもよいことがあります。詳しくは交流の家事務室にご相談ください。

Ｑ フレッシュタイム(FT)やイブニングタイム(ET)での団体紹介では，どのようなことを

伝えたらよいですか。

Ａ 団体によって違いはありますが，団体の特徴や自分たちの活動等について話されています。学

校団体については，ＥＴでは，学校の特色等を話されていることが多いです。ＦＴでは，時間の

都合上，簡単に紹介していただいています。

Ｑ 時間調整のため，団体ごとに食事時間や入浴時間の割振りをしていますか。

Ａ 4 月～9 月の利用団体についてはプログラム調整会にて，10 月～3 月の利用団体については

団体から利用申込書類が提出された段階で，担当職員が調整しております。なお，ご希望の時間

に添えない場合がございますので，ご了承ください。

Ｑ 忘れ物をした場合どうすればいいですか。

Ａ 交流の家事務室にご連絡ください。着払いでの郵送または取りに来ていただくことも可能です。

Ｑ ベッドや布団等の寝具を汚した場合はどうなりますか。

Ａ 交流の家事務室にご相談ください。クリーニング代，染み抜き代をいただく場合がございます

ので，ご了承ください。

Ｑ 宿舎割は，いつ教えてもらえますか。

Ａ 利用申込書類等を提出後，交流の家から「宿舎割・清掃割・靴棚割」等の書類を送付しますの

で，そちらをご確認ください。

Ｑ 館内は内履きですか。外履きですか。

Ａ 原則として外履きです。館内に泥や土が入らないようにお入りください。別に野外活動用シュ

ーズ等を持参する場合は，靴棚をご利用ください。ただし，体育館は体育館専用シューズまたは

館内履きとして利用していない上履きに履きかえてください。

Ｑ 洗濯はできますか。

Ａ できます。ランドリー室等に無料で利用できる洗濯機があります。使用を希望される場合は，

割り振りを行いますので，代表者会議でお申し出ください。洗剤・洗濯ネットはご持参ください。

なお，希望される団体が多い場合は，ご希望に添えない場合もございますので，ご了承ください。

Ｑ 予約をキャンセルする場合，どうしたらよいですか。

Ａ 利用日の１週間前までに，交流の家事務室にご連絡ください。それ以降のキャンセ

ルについては，食堂の食材発注の都合上，キャンセル料をいただく場合がございます。
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（１）屋内研修施設

部屋名 用途 設備

ロビー - テレビ

保健室 休養 ベッド２台

小会議室 代表者会議 机，イス

教材室 用具貸出 移動用ワイヤレスアンプ２台，ＣＤラジカセ８台，他活動用具一式

講師室 宿泊
講師室１～３（1人部屋），
ボランティア棟和室1.・2（2人部屋），ボランティア棟洋室1・2（1人部屋）

ボランティア
ホール

ミーティング等 机５台，イス３０脚，冷蔵庫，ガスコンロ２台

第１～４研修室 学習・研修等
３人用机１０台，イス３０脚，ホワイトボード
（１～２，３～４研修室は移動用の仕切版をはずすと６０名収容可能。）
※第１研修室にはスクリーンあり

第５～６研修室 学習・研修等 ３人用机１５台，イス４５脚，ホワイトボード，スクリーン

第７～８研修室 学習・研修等 ３人用机２４台，イス７２脚，ホワイトボード，スクリーン

大研修室 学習・研修等
３人用机４５台，イス１５０脚，放送設備，スクリーン，
ホワイトボード　※机，イス予備あり

視聴覚室
オリエンテーション・

映画鑑賞等
７２席(固定机付)，アップライトピアノ，放送設備，プロジェクター，
ＤＶＤ・ＢＤ・ビデオデッキ，スクリーン，テレビ（ＶＨＳ用）

談話コーナー 休憩・談話 ホワイトボード３台，テーブル，イス

研修棟和室 ミーティング・宿泊等
９畳，４人部屋２室（和室），移動用モニター１台（ＢＤプレイヤー付）
冷蔵庫（和室１）

食堂「グリルのと」 食事 ２６４席（８人用丸テーブル１５台，６人用長方形テーブル２４台）

売店 物品購入・支払い 日用品・菓子類の販売，コピー機

談話コーナー 休憩・談話 自動販売機，コインロッカー１０台，テーブル，イス

ランドリー室 洗濯 洗濯機７台，乾燥機４台，製氷機（飲食不可），大型冷蔵庫

講堂
オリエンテーション・

キャンドルセレモニー等

フロア18m×18m，ステージ（4ｍ×6ｍ），最大４５０席，グランドピアノ，
放送設備，ミニコンポ（ＭＤ・ＣＤ・カセット），ＤＶＤ，ＢＤ，譜面台２２，
卓球台2，キャンドルセレモニー用具，ホワイトボード，全身鏡4台，
指揮者用いす１，指揮者台１

図書コーナー 読書等 ２０畳

大浴室 入浴 カラン２７，脱衣場棚８６，洗面場４，ドライヤー４

中浴室 入浴 カラン２３，脱衣場棚６８，洗面場２，ドライヤー４

各種スポーツ・
キャンドルセレモニー等

３７ｍ×３０ｍ（バスケットボール２面・バレーボール２面・バドミントン６面），
放送設備（CD・ｶｾｯﾄ），キャンドルセレモニー用具

プール
カヌー活動

１６．７ｍ×１３ｍ，水深１２０㎝～１４０㎝，トイレ，
車椅子対応更衣兼用シャワー室

特研1 学習・研修等 ４５席（折りたたみ机），アップライトピアノ，ホワイトボード

特研2 学習・研修等 ４０席（折りたたみ机），ホワイトボード

和室 ミーティング・宿泊等 ２０畳，流し台，冷蔵庫，ふとん10組，座卓8

生
活
体
験
棟

あすなろ
レクリエーション・

そばうち活動等

さつき（６４畳／４０畳と２４畳に分割可能），まつ（２０畳），
調理室（冷蔵庫２・ガスコンロ４・オーブンレンジ２・炊飯器２），
座卓３５，ホワイトボード，浴室，トイレ

特
別
研
修
棟

講
堂
・
浴
室
棟

プール

管
理
研
修
棟
2
階

サ
ー

ビ
ス
棟

管
理
研
修
棟
1
階

体育館
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（２）宿泊施設

（３）キャンプ施設

用途 設備

テント泊

管理棟：講師室２室，冷蔵庫
テントサイト：１１箇所（１サイトに４人用テント２張り）
シャワー棟：男性５，女性５
トイレ：車椅子対応有り

キャンプファイア
第１営火場約４００名，第２営火場約１００名，
第３営火場約３０名，アンプ各１（ＣＤ・カセット対応）

炊飯活動
第１炊飯場（かまど１８，蛇口１２），
第２炊飯場（かまど４，蛇口５），手洗い場６

野外炊飯，
マイスプーン・フォーク

づくり
テーブル１６台（１テーブル１０人用）

野外炊飯 テーブル４台（１テーブル１０人用）

（４）屋外施設

用途 設備

スポーツ サッカーゴール３組（大人用１組，子供用２組）

テニス ハードコート２面

アーチェリー ターゲット１０個（１2メートル）

ＥＴ・ＦＴ等 スリーオンスリーバスケットボールコート２面，放送設備

（５）冷暖房設備

場所 期間 運転する時間帯

研修室 　９：００～２２：００

宿舎 １２：００～１３：００　　　　１８：００～２３：００

研修室 　９：００～２２：００

宿舎 　６：００～　８：３０　　　　１６：３０～２３：００

 営火場

 D宿舎

 C宿舎

１１人部屋（ベッド８名，ふとん３名）×４室
１７人部屋（ベッド１２名，ふとん５名）×４室
１３人部屋和室×１室
１５人部屋和室×１室
６人部屋フローリング×１室（アコーディオンカーテンのため，鍵はかかりません）

４人部屋リーダー室×１室

１１人部屋（ベッド８名，ふとん３名）×４室
１７人部屋（ベッド１２名，ふとん５名）×５室
２０人部屋和室×１室
６人部屋和室×１室（アコーディオンカーテンのため，鍵はかかりません）

４人部屋リーダー室×１室

車椅子対応部屋３室（６人部屋・８人部屋・５人部屋）
１１人部屋（ベッド８名，ふとん３名）×２室
１７人部屋（ベッド１２名，ふとん５名）×３室
６人部屋和室×１室（アコーディオンカーテンのため，鍵はかかりません）

４人部屋リーダー室×１室

6人部屋×1室

 キャンプ場

部屋名

１１人部屋（ベッド８名・ふとん３名）×４室
１７人部屋（ベッド１２名，ふとん５名）×４室
１３人部屋和室×１室
６人部屋フローリング×１室（アコーディオンカーテンのため，鍵はかかりません）

４人部屋リーダー室×１室

宿舎名

 A宿舎

 B宿舎

 実習生室

冷
房

 テニスコート

 アーチェリー場

 交流の広場

 野外炊飯場

部屋名

 グラウンド

 第２ふれあいの広場

暖
房

7／10～
9／9

11／20～
4／30

 第１ふれあいの広場

内訳
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14 20 34 40 46 52 66 72 86 92

13 19 33 39 45 51 65 71 85 91

12 18 32 38 44 50 64 70 84 90

11 17 31 37 43 49 63 69 83 89

10 16 30 36 42 48 62 68 82 88

9 15 29 35 41 47 61 67 81 87

1 5 21 25 56 60 76 80

2 6 22 26 55 59 75 79

3 7 23 27 54 58 74 78

4 8 24 28 53 57 73 77

6 12 18 24 38 44

5 11 17 23 37 43

4 10 16 22 36 42

3 9 15 21 35 41

2 8 14 20 34 40

1 7 13 19 33 39

25 29 45 49

26 30 46 50

27 31 47 51

28 32 48 52

14 20 34 40 46 52 66 72

13 19 33 39 45 51 65 71

12 18 32 38 44 50 64 70

11 17 31 37 43 49 63 69

10 16 30 36 42 48 62 68

9 15 29 35 41 47 61 67

1 5 21 25 53 57 73 77

2 6 22 26 54 58 74 78

3 7 23 27 55 59 75 79

4 8 24 28 56 60 76 80

14 20 34 40 46 52 66 72

13 19 33 39 45 51 65 71

12 18 32 38 44 50 64 70

11 17 31 37 43 49 63 69

10 16 30 36 42 48 62 68

9 15 29 35 41 47 61 67

1 5 21 25 53 57 73 77

2 6 22 26 54 58 74 78

3 7 23 27 55 59 75 79

4 8 24 28 56 60 76 80

Ｂ６ Ｂ８
談話コーナー

ベッド　8名

ベッド配置図　

Ａ２ Ａ４ Ａ６ Ａ８ Ａ１０ Ａ１1

Ａ宿舎（最大１５９名）

Ｂ宿舎（最大１０２名）

Ｃ宿舎（最大１５０名）

Ｄ宿舎（最大１３５名）

ふとん　3名

Ａ1 Ａ３ Ａ７ Ａ９Ａ５

Ｂ９

Ｄ１ Ｄ３ Ｄ５ Ｄ７

　和室　（21畳）

ふとん　15名

ふとん　6名

Ｂ1
（車椅子対応）

談話コーナー

ベッド　12名

Ｃ1

Ｃ11 Ｃ２ Ｃ４ Ｃ６

ふとん　6名

ふとん　6名

56

57
ふとん　3名

Ｂ３
（車椅子対応）

ふとん　20名

　和室　（21畳）

ふとん　13名

ベッド　8名

ベッド　12名

ふとん　5名

ベッド　12名

Ｄ９

　和室　（21畳）

談話コーナー

ふとん　3名

ベッド　8名

ふとん　6名

ベッド　8名
実習生室

⑤リーダー室は必ずしも割り振られる訳ではありません。

②左右のベッドの間に，押入れの中にある布団を敷いて寝ることも可能です。

ふとん　5名

ベッド　8名

ふとん　3名

ベッド　8名

ふとん　3名

ベッド　8名

ふとん　13名

ふとん　5名

Ｄ８

ベッド　12名

ベッド　12名

ふとん　5名

Ｃ８

ベッド　12名

Ｃ１０

ふとん　5名

Ｄ１０

ベ
ッ

ド
2
名

Ｃ７Ｃ５

ふとん　3名

Ｃ３

リ
ー

ダ
ー

室

ふとん　5名

ベッド　8名

　和室　（34畳）

リ
ー

ダ
ー

室

ふとん
4名

ベッド　12名ベッド　12名 ベッド　12名

ふとん　5名 ふとん　5名 ふとん　5名

ふとん　5名

ベ
ッ

ド
　
3

名

小浴室・トイレ

（車椅子対応）

55

54

Ｂ４Ｂ２
（車椅子対応）

ベッド　8名

53

ベッド　12名

ふとん　5名

リ
ー

ダ
ー

室

ふとん
4名

ふとん　3名

ベッド　12名ベッド　12名

ふとん　5名

ふとん　3名

ベッド　8名

ふとん　3名

ベッド　8名

ふとん　5名

Ｂ５ Ｂ７

Ｃ９

ふとん　3名

ふとん　5名

ふとん　6名

リ
ー

ダ
ー

室

ふとん　5名

ふとん
4名

Ｄ２ Ｄ４ Ｄ６

ベッド　12名

ふとん　5名

ふとん　3名

ふとん
4名

ベッド　12名ベッド　12名

ベッド　8名

ふとん　3名

ベッド　8名

ふとん　3名

③Ａ・Ｂ宿舎は畳敷き，Ｃ・Ｄ宿舎はフローリングです。

①ベッドは二段ベッドです。（Ｂ2・Ｂ3を除く）番号の偶数が上段，奇数が下段です。

ベッド　8名

ふとん　3名

ベッド　12名

ふとん　5名

ふとん　6名

④Ａ5・Ｂ5・Ｃ5・Ｄ5の入口は，アコーディオンカーテンのため，鍵がかかりません。

ふとん　3名
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交流広場より

生活体験棟（あすなろ）へ

※Ｂ１～３は車椅子対応
ﾄ ｲ ﾚ

生活体験棟（あすなろ）へ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ棟

仕切り開閉可能

昇

降

機

付

ｻｰﾋﾞｽ棟２階
管理研修棟２階

ｻｰﾋﾞｽ棟１階

浴室棟

ｼｰﾂｺｰﾅｰ
出口より

管理研修棟１階

講堂棟

生活体験棟「あすなろ」

宿舎棟３階（Ａ宿舎）

宿舎棟２階（Ｃ宿舎）

宿舎棟１階（Ｄ宿舎）

宿舎棟２階（Ｂ宿舎）

実習

生室
ｼ ｰﾂ

返却

ｺｰ

ﾅｰ

特別研修棟

男子 ﾄｲﾚ

女子 ﾄ ｲ ﾚ

和室研修室

ｼ ｰﾂ

ｺ ｰ

ﾅｰ

研修室

施　　設　　案　　内　　図

喫

煙

所

宿舎棟１階

トイレ

化粧室

ﾘｰ

ﾀﾞｰ

室

談話ｺｰﾅｰ

談話

ｺｰﾅｰ

談話

ｺｰﾅｰ

倉

庫

Ｃ１１

調理室

浴室

男子

ﾄ ｲ ﾚ

女子

ﾄｲ ﾚ

ｴ ﾚ ﾍ ﾞ ｰ ﾀ ｰ

脱衣所

倉庫

給

湯

室

ｽ

ﾛ

|

ﾌ ﾟ

交　流　ひ　ろ　ば　

打合せ室

ﾛﾋﾞｰ

車 椅 子 対 応 ﾄ ｲ ﾚ

下

足

室

会議室 教材室

食　　堂
ｸﾞﾘﾙ「のと」

和室①

講 師

室

①

講師

室

②

講師

室

③

保

健

室

男

子

ﾄ

ｲ

ﾚ

小

会

議

室

ﾎｰﾙ

男子

ﾄ ｲ ﾚ

女子

ﾄ ｲ ﾚ

６研

１研 ２研

印

刷

室

女

子

ﾄ

ｲ

ﾚ浴室

ｴ ﾚ ﾍ ﾞ ｰ ﾀ ｰ

当

直

室

①

当

直

室

②

厨房

返

却

ｺ

ｰ

ﾅ

ｰ

談話

ｺｰﾅｰ

講　堂

昇

降

機

付

手

洗

所

女子

ﾄ ｲﾚ

ｽ

ﾛ

|

ﾌﾟ

中浴室 大浴室

脱衣所

さ　つ　き まつ

倉　　　　庫

Ａ１０Ａ６ Ａ８Ａ２ Ａ４

Ｂ４

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

トイレ

化粧室

Ｄ７
トイレ

化粧室
Ｄ１ Ｄ３ Ｃ５

ﾘｰ

ﾀﾞｰ

室
Ｄ２

Ａ１１

倉

庫

Ｄ８ Ｄ１０
トイレ

化粧室

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

Ｄ４ Ｄ６

Ａ１ Ａ３ Ａ５ Ａ７
トイレ

化粧室

Ｄ９

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

倉

庫

ｱ ｺ ｰ ﾃﾞ ｨｵﾝ ｶ ｰﾃ ﾝ

トイレ

化粧室

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

倉

庫
Ｃ５

Ｃ６

Ｃ７

Ｃ８

Ｃ９

Ｃ１０

Ｂ９
トイレ

化粧室

Ｂ８

ｱｺ ｰﾃ ﾞｨｵ ﾝ ｶｰ ﾃ ﾝ

ﾘｰ

ﾀﾞｰ

室

ﾘｰ

ﾀﾞｰ

室

Ａ９

ｱｺ ｰﾃ ﾞｨｵ ﾝ ｶｰ ﾃ ﾝ

Ｂ７Ｂ５

トイレ

化粧室 車椅

子

対応

Ｂ１※

Ｂ６

Ｂ３※

小浴室
車椅子対応

和室②

５研

３研 ４研

売店

談話ｺｰﾅｰ

手

洗

所

大研修室

視聴覚室

談話ｺｰﾅｰ７研 ８研

展望塔

洋室②

洋室①

和 室 ①

所長室 事務室

和 室 ②

玄関

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

Ｂ２※
図書

ｺｰﾅｰ

ﾗﾝﾄﾞﾘｰ
手荷物

一時預かり所

男子

ﾄｲ ﾚ

体育館

グラ ウウン ド

ヘ

Ｃ宿舎

Ｄ宿舎

Ｂ宿舎

ｱ ｺ ｰ ﾃﾞ ｨｵﾝ ｶ ｰﾃ ﾝ

体育館

ﾌﾟｰﾙへ

研修室

玄関

管理研修棟
Ａ宿舎

廊下

講堂

〈立　　体　　図〉

キャン プ 場

野外炊飯場へ

ｴ

ﾚ

ﾍ

ﾞ

|

ﾀ

|

車　　庫

サービス棟

講堂棟

浴室棟

宿　舎　棟

食堂

談話ｺｰﾅｰ

室内（温水）プール棟

体　育　館

男子ﾄｲﾚ

器具庫

器具庫

体育館通路

グ
　
ラ
　
ウ
　
ン
　
ド

体育館

ｽ

ﾛ

|

ﾌ ﾟ

ﾎｰﾙ

下足室

車椅子

対応ﾄｲﾚ

女子 ﾄｲ ﾚ

女子更衣室

宿舎棟より

ｽﾛｰﾌﾟ

非常口

女子

トイレ

男子

トイレ

シ

ャ

ワ
ー

室

プール

足

洗

い

場

車椅子

対応ｼ ｬﾜ ｰ

車椅子

対応 ﾄ ｲﾚ

男子更衣室

代表者会議の会場

▲ 掃除用具ロッカー

◎ 電気掃除機

☆ 洗濯機・乾燥機（各宿舎片側トイレ）
（ランドリー室）

◇ コインロッカー（Ｂ，Ｄ宿舎の談話コーナー）
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（１）外来診療案内

・病院の手配は交流の家が行います。受診を希望される場合は，必ず交流の家事務室にご連絡ください。

・受診する場合は必ず引率者が病院に付き添ってください。

■病院一覧

■国立能登青少年交流の家所轄官庁一覧 ■タクシー

※来診前に必ず病院に電話をして受付時間等を確認してください。

0767-22-7855

整形外科

0767-52-6611

金沢医科大学病院

総合病院

公立羽咋病院 羽咋市的場町松崎24 0767-22-1220

公立能登総合病院

076-286-3511

0767-22-0238

河北郡内灘町大学1-1

とどろき医院 羽咋市鶴多町切道8-4

羽咋市兵庫町タ28-1

0767-22-1141
0120-114-177

おおの整形外科
クリニック

羽咋市鶴多町切道15-1

森田クリニック形成外科皮膚科

七尾市藤橋町ア6-4

いがわ内科クリニック 羽咋市中央町ア165-1 0767-22-7800

耳鼻咽喉科

0767-22-8858

内科

平場内科クリニック 羽咋市中央町ア165-1

羽咋警察署

小児科

岩脇医院

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町ユ3 0767-22-0254

皮膚科

0767-22-0131羽咋市的場町的場2

0767-23-4775

羽咋市宇土野町ハ46-1

羽咋市鶴多町亀田2-1

0767-22-0089

羽咋市中央町ア１８５

羽咋郡市広域圏事務組合
羽咋消防署 羽咋タクシー

田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町亀田10-1 0767-22-0026

高井歯科医院

0767-22-1170

0767-26-0666
0120-260-666能登中部保健福祉セン

ター
羽咋地域センター

眼科

たかさわ歯科医院 羽咋市川原町チ117-1 0767-22-6480

羽咋市的場町的場58-2 0767-22-1019

歯科

羽咋市石野町へ31番地

消防署

電話番号住所病院名

邑知観光タクシー

警察
0767-22-0110

羽咋市旭町ユ２０番地４

保健所
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（２）交通案内

   

① ＪＲいしかわ鉄道線（金沢-津幡）

ＪＲ七尾線（津幡-羽咋）

羽咋駅下車（金沢駅から特急約 30 分）

           （ 〃 普通約 60 分）

②「のと里山海道」柳田ＩＣから車で 5 分程度

③ 能登空港から車で 1 時間程度

看板        
「国立能登青少年

交流の家」

一ノ宮
郵便局

一の宮
バス停

気
多
大
社

三軒茶屋

Ｒ24 9

猫の目交差点

国立能登
青少年
交流の家1.1km

南門
(閉鎖)

約 2km

正門

至
志
賀

至
穴
水

至
金
沢

至羽咋市街 至七尾

成
田
・
札
幌
・
仙
台
・
福
岡
・
那
覇
空
港

国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家

小
松
空
港

レンタカー・タクシー（1 時間 30 分程度）

北陸自動車道・のと里山海道

能
登
空
港

羽
田
空
港

小
松
駅 金

沢
駅 羽

咋
駅

そ
の
他
Ｊ
Ｒ
等

大阪：サンダーバード

名古屋：東海道新幹線（米原乗り換え）

東京：北陸新幹線

リムジンバス小松空港線

（40 分程度）

約 2 時間 30 分

レンタカー・タクシー（1 時間程度）

のと里山海道

柳田ＩＣ

のと里山海道

下
記
参
照

下
記
参
照

レンタカー・タクシー

（1 時間程度）

のと里山海道

バス

小松空港線

（15 分程度）

ＪＲ

北陸本線

（特急 20 分）

（普通 50 分）

タクシー10 分程度

（片道 2,500 円程度）

羽咋タクシー

TEL0767-22-1141

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-114-177

邑知観光タクシー

TEL0767-26-0666

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-26-0666

路線ﾊﾞｽ 15 分程度（片道 250 円）

富来,高浜方面行き 一の宮下車

北鉄能登バス羽咋営業所
TEL0767-22-0268

徒歩３０分程度

国立能登青少年交流の家
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